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陸地における落雷現象については、よく研究

されており、送電設備や通信設備、高層建築物

、油タンクなど各施設ごとに防雷規則が定めら

れている.また、航空機では、気象が原因の事

故の内、約ち 0%が落雷によるものである為、

各機種ごとに細かい防雷工事が行われている.

これに対し、船舶では全金属性の船舶が多いこ

とから、木造船についてのみ避雷針の設置が要

求されている.

異常な海象、気象に遭遇して、全損または重

大損傷を被る船舶は、全遭難隻数の約7% (世
界及びわが国)で、わが国でも年間約 100隻

あり、その約3ち%が漁船であって、異常に高

い値を示している.ー般に船舶では雷よりも三

低気圧、風波に対する関心が高いが、最近の船

舶は、小型船でも大型船なみの精密な電子機器

を搭載することが多く、また、タンカーに限ら

ず多量の燃料油を積んでいるので、これらの雷

災による被害額も年々に増加している.

以下、船舶を中心に雷災例と防雷システムに

ついて述べる.
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日援護雷 負相性
トゾ Ifード落雷

武田 幸男(神戸商船大学)

1 海上の宮

1・1 雷雨とその分布

雷雨の世界分布図によれば、赤道に沿って中

央アフリカやアマゾン河流域、東南アジアの山

岳地帯など雷雨の多発地帯がある.これらの大

陸に比べて海洋上の平均発生率は著しく低い。

海洋上では海面温度の日変化が少ないので、台

風による渦雷を除けば雷は地表ほど活発ではな

い.しかし、シンガポ」ル、フィリピン、カリ

プ海、地中海などの陸地に近接する海域では雷

雨は比較的多く、特に夏季にこの海域を航海す

る船舶への雷撃は多い.このことは大陸内の湖

についても同様で、中央アフリカのビクトリア

湖は世界でも有数の雷雨地域である.

日本列島は偏西風の影響を常に受けており、

太平洋及び日本海沿岸では山腹の傾斜地に熱雷
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図 1 雷雲のセル構造
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百祭器雷 害時努ード落雷

図 2 落雷の 4形式 (K.Berger， 1977) 
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電線に過電圧を生じる.これを誘導雷といい、

数 10万ボルトものサージ電圧を発生する。

船舶では電源システムはすべて船体構造の内

部にあるのでこのようなサージ電圧が電力回路

に進入することはない。しかしながら落雷点の

近傍にある金属部分には高電圧を発生する。こ

れも誘導雷の一種で直撃雷と同様の電撃を与え

る。この誘導雷による被害を避けるためには、

全てマの金属部分をボンデイングするとともに、

確実に接地することが必要である。直按按地し

ていない金属部分、伊!えばアンテナ回路などで

は、避雷器で保護しなければならないが、むし

ろ雷雨が接近する場合は直按接地しておく方が

安全である。

船舶の避雷針にはトリガード落雷が多いが、

電撃の全てが避雷針にあるのではなく、避雷針

の保護角の内部にも落雷がある.波浪が激しい

ときは、避雷針の頂部よりもむしろその下部や

周辺への落下が多い。海上で雷雨に遭遇した人

は保護区画に避難しなければならない.

(山岳宮)と界雷(前線雷)の両方が作用して

セル構造のことなる特異な夏季雷と冬季雷が発

生し、落雷のメカニズムも極めて複雑である。

図 1は夏季雷の電荷分布の一例を示したもの

で、かなとこ形が多い。中央部の上昇速度は約

12m/sで雲内部の温度が-30・Cを越す

と発雷確率はち 0%を越える。日中の落雷が多

く、 3-7回の多重雷撃で20---80クーロン

の電荷を中和する.

冬季富(寒冷前線雷)は雷雲高度が低く約7

kmで、雲低気温は 0・C、下部は負極の場合

が多い.電撃回数は 1---2回であるが、中和電

気量はち 0---120クーロンと大きいのが特徴

である。

図2に4種類の落雷形式を示している。即ち

自然落雷とトリガード落雷とがあり、それぞれ

に正極性と負極性がある。トリガード落雷は船

舶のマストなどの尖端からストリーマが発達し

、雷雲からリターンストロークの主放電を行う

ものである.

雷電涜の大きさや形状については多くの研究

がなされている o G 0 1 d eのモデルによれば

電流は次式で示される。

I=Im(exp(-αt ) 

-e x p (ーβt) ) 

J 

C i a n 0 S は Im=30kA、 α=1. 7 

* 1 0‘/S 、β3. ち*106/sを与えて
いるが、これはピーク値が 1. 6μSで20 

kA、ち. 8μsで 10kAに減衰し約 16μ 

S継続する。中和電荷量は 2クーロンである。

雷電流は銅の導体を通過する時、抵抗による

発熱を生じる。このため鋼製の組立マストでは

接合部のボンデイングを行って全体の按地抵‘抗

を、 O. 0201.-::1.下にする。

木製のマストを持つ船舶は各マストに避雷針

をつける e この避雷針はマスト頂上よりさらに

1ちcm以上突きでた直径 13mm以上の銅の

スパイキに銅のリベットなどで固定され:た断面

積が 100平方ミリ以上の連続した銅帯または

銅ロープ(避雷導線)を喫水線より下の船腹の

銅板にできるだけ直続的に取り付ける。
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1・2 直撃雷と誘導宮

落雷には直撃雷と誘導雷(側雷)とがある.

直撃雷は文字通り雷電涜の直撃によって即死、

火災、破壊、爆発などを引き起こすもので、陸

上の送電線が直撃を受けると、いかに高度の絶

縁を施しても事故は免れない。直撃雷の落下点

近傍に急激な電磁界の変化を生じ、雷雲下の送

再ι一一一一一一 1 s e c 一一一一一吾、
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2 雷災の記録

2・1 フランクリン以後の帆船

1 752年フランクリンが実験を行い、避雷

針 (Lightning rod)の原理を明らかにして以

来、木造帆船の軍艦を中心に取り付けられた.

避雷針と、接地導体(水申の船腹に取り付けら

れた銅板)との聞を結ぶ避雷導体は 1762年

避雷チヱーン(インデボアー号、クック船長)

184 1年避雷ロープ(ハザード号)、 18 

47年マストコンダクター(現行方式のもの、

アクチオン号)と発展した。 1860年鋼船

の出現と共に、金属マストが立てられ、避雷針

は不用となった。

2 . 2 和船の雷災

日本の気象資料 2、第 3編(気象庁、海洋気

象台編、原書房)に雷災の記録が、まとめられ

ており、この中に船の雷災も数すくないが述べ

られている。又、漂流奇談集(石井研堂著、明

治33年)にも船の雷災の状況がこまかく述べ

られている。

徳川実紀 (元和 7年4月)に"伊豆、安房

地方の海上に、大風雨と雷雨があり船の転覆多

く溺死者数百人という。"とあるのがわが国の

船の雷災記録のはじめで、明治まで4件の記録

がある。また、防雷鍛略説 (明治 6年 明石

博高 口述)は、避雷針に関するわが国最初の

解説書と忠われる。

~ 

¥ 按j也導体

図4 小型船の保護区間接地電極

Ci) 避笛アンテナの保護区画、@ 避雷器や放

電ギャップがない時の避雷アンテナの保護区画

@ 接地マストだけで保護されている区画、

ゆ 120・の円錘角

2. 3 小型船の雷災

木製のポートの落雷、感電例は多い。晴天時

の雷撃も報告がある. F R P船の避雷針や、ア

ンテナに数回雷撃を受け、マストコンダクター

が溶断し、さらに雷撃によって、アンテナより

侵入した高電圧で感電死、魚探が爆発した例が

ある。その他、ロランA，ロランC，カラー魚

探など送・受信アンテナ破損に続く雷撃での電

子機器の損傷が多い。雷雲接近時は、これらの

電子機器は、避雷器をつけていてもアンテナ回

路を接地することが望ましい。全金属性の船で

は、マストに避雷針をつける必要はないが、す

べての国定索具は接地が必要である。図4に、

小型船の保護区画の一例 (USCG)をしめす

多数の漁船が作業中の三浦市城タ島沖25 

kmの海上で、雷雨が襲来し、帰港中の一隻(

'2. 46トン)に落雷し、魚探の爆発で船内が破

壊一人で木製の舵をとっていた人が即死した。

マスト頂部のステーが溶断しており、接地導体

の一部が、数回雷撃を受け切断し、避雷システ

ムが破壊された結果である。無線機には、避雷

器がついていたが、作動不良であった。

2. 4 タンカー

タンカーの雷災は世界的に極めて多い災害の

一つである。タンカーの甲板上部は、爆発危険

区域であり、また、 j由の動揺によって発生した

電荷を確実に放電させるためのボンデイング装

置の設置が必要であるが、小さい火花でも大爆

発を引き起こす危険が常時ある。

雷雨多発海域を航行する船舶は度々直撃雷に

遭遇する。航海灯などをとりつけた前マストや

荷役マストへの落雷をブリッジから目撃しだ船

員は多い。インド、シンガポールを通過するタ

ンカーの航路は特に多発地帯として知られてお

り、タンカーへの落雷に対し多くの注意が払わ

れている。タンク内の気化刀‘ス放出塔のあるタ

ンカーでは、この頂部に落雷し、ガスに着火し

た例がある。このときは、ガス放出弁を閉とし

て直ちに消火した。

1 981年7月12日 イタリアのジェノパ

港で発生した日本籍の大型タンカ一博陽丸(1 

-3-



24000重量トン)の富災は、船の爆発炎上と

6名死亡、 10名重傷という大情事となった.

同船は、 83，4 0 0 }.yの原油を開港で荷下ろ

しし、若干の積油をのこして、出港前のパラス

ト用海水を入れる作業中であった o PM3: 0 

O頃、雷雲が発生し、船体中央部の送油パイプ

に落雷があり、轟音とともにタ.ンクの一部が爆

発で吹き飛んだが、パイプ内の残留ガスだけの

引火で済みすぐ消火した。

第二回目の落雷があったのはその 15分後で

、タンク甲板は吹き飛び船は一瞬に火の海に包

まれ火は四番船倉の残油に移り火災は翌日まで

続いた.この第二回目の雷撃時は、ポンヂング

ケープルが外されており、船体への雷撃は甲板

から水中へと行われこの放電の火花が燃料刀.ス

の着火源となったと考えられる.

1 970年頃、タンカーの爆発がひきつずき

、油が流出してイギリス海峡などの大きな油汚

染が社会問題になった。いずれも、タンク内の

水洗浄しているときに発生した.最も確からし

い原因は、洗浄機械のノズルからの水の放射に

よって生じた静電気が水の塊に吸収され、ノズ

ルからタンク隔壁までの短い飛行時間の聞に雷

雲のように帯電し、何か金属の突起物に衝突し

て稲妻に似たスパークを発生し、これがタンク

内部の残留炭化水素ガスに引火したというもの

である。その後、タンク洗浄時は非爆発性気体

中で行う方式がとられ、この種の事故はなくな

った。

1 972年8月、ル・アープル港に停泊中の

1 0万りタンカーは激しい雷雨に襲われ、雷撃

を受けて発火爆発し、積載i由が流出する大事故

になった。その後、タンカーの安全基準の見直

しが行われ、二重隔壁の採用、静電気除去方式

、防爆電気システムなどが改訂された。避雷針

は船の全域が保護区画になるよう、マストの高

さと配置を定めると共に、ガスが漏れ易い甲板

上のパイプ構造物の近傍にも保護用避雷針を付

け加えるなどが加わった。

2. 5 人災

陸では、この 30年間に 560名死亡、最近

1 0年間では平均 10名の死亡が続ている。海

上の例では、昨夏の生見海岸の多重務震がある

.早期1(AM 6 :ち o~J.)サーフィン中の mEU

に務官(6死6fl:3-)があった.高知県上空に寒

気が入り込み、大気状態不安定で積乱雲が発生

した.高知l気象台は当日 AM1 20に県下全

域に「夜明けにかけて務雷 jの瞥報を発令した

o AMち o0に室戸測候所を雷雲が通過、東
方に移動した後に惨事が発生した.. 20m離れ

たところの人は無事で、海部からの高さが生死

を分けた.

2・6 ファラデーケージ

銅や鉄、鋼などの金属で閤まれた空間内には

電気が侵入しない特性を利用した構造をいう

鉄筋建築、自動車、電車、汽班、鋼船、ゴルフ

場避雷傘などはその一例であるの

避雷器は、 ファラデーケージ外に設置され

た送電線やアンテナへの直繋雷、または誘導雷

によってファラデーケージ構造内に進入した高

圧電気から電気、電子装置を守るために設けた

雷電波のバイパス装置である.

あとがき

196 2年、太平洋ジョンストン環礁420

kmの上空で行われた水爆実験で、巨大な電磁

波パルスが 1000km離れたハワイ島の電気

.電子設備を襲いその多くが絶縁破壊または焼

失するという事故が発生した。これは、人類の

生んだ新しいタイプの雷災である.

197 1年、アポロ 12号がケネデイ宇宙セ

命i

ンターから打ち上げられた直後、雷撃をうけ2 命
6秒間船内停電した.これを契機に誘導ロケッ

トが世界各地で打ち上げられ、雷の本質に迫‘る

研究が行われている。

わが国では、これから平和な 21世紀に向け

て、海上スポーツが盛んになり、プレジャーボ

ート時代が到来すると予想されているが、海上

の雷災を減少させる努力が今ー層望まれる。新

らしいビークルが造られると新しい震災が生じ

ると言われる.この事を深く心に銘記したい。

参考資料

Lightn ng Protect on ( 

R. H. G 0 1 d e )、宮放電現象(竹内利雄

)、カミナりの科学(}rf俣修一郎)など令
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紀伊水道 1:.おける玄湖 Fいじ ;b'Jf /いの~燥について

博多f事」可(神ナ3毎芳気象会)

はじめに

1 987年 8 月 2 7 臼~ 9 月 2 日まで標記の目的できに水道から黒潮までの精密観測を

実施したので結果を報告する. 具体的な目的としては、 黒潮の短期的な変動の観測及び、

衛星写真により紀伊水道から潮仰にしばしば観察されるウォームストリーマーと呼ばれる

暖水を捕捉することである. 観測は図 1 に示すように、 leg l:GEKによる黒潮流動の杷握、

leg 2:DBTによる黒潮近傍北側での氷温分布の観測、 I e g 3: 断面上の時間変化を見るため

の GEK，XBTによる往復観測、 leg 4: GED，DBTによる数日間の黒潮一変動の観測の 4 航寝からな

っている. なお、 観測期間は、 前半の leg 1~ leg は 8 月 2 7 臼~ 2 8 目、 後半の Ie g 4は

9 月 1 日~ 2 日で、 前半と後半の問に台風 1 2 号が九州から B 本海を通過した. 台風通過

時の観測 i毎峻周辺では、 室戸岬で S 2 4. 411/sec，潮岬で S S W 1 2. 111/secの最大嵐速

が共に 8 月 3 1 日に観測されている.

2. 観測結果

I e g の結果から前半の黒潮は 33 ・ 40'~ 50'N付近をほぼ東向きに 2 ノット前後で淡れてい

る. しかし Ie g では 33 ・ 40'~ 50・N付近が黒潮流触になっており、 4 日間程のあいだに約

3 0マイル涜軸が南下し流速も 1 ノットほど大きく 3 ノット台の涜れとなっており、 短期間

の変動が大きいことが分かる. この涜輸の変動は東海道沖冷水海の変動と関連している.

I e g の水温水平分布によると、 海面で南西から北東に延びる暖水が現れており、 ウォーム

ストリーマーを捉えた可能性がある. この畷水の厚みはおよそ 30阻穏度であり、 これまでい

われているウォームストリーマーの鉛直スケールと同程度である. しかし、 1 0 0 11¥深まで

の水平分布にも南西から北東へ傾いた等健線が認められ、 ウォームストリーマー肉体は、

ごく表層に限られた現象であるが、 より深い mの現象との関連が考えられる 1 0 0 11 以 i~

では、 北へ向かつて水温が低くなる傾向を示しているが、 200阻と 4 0 0 11深では、 紀伊

半島沿岸部に高温水が現れている. これは、 紀伊半島西海岸に沿って沖合い水が紀伊水道

へ侵入してくる様子を表しているとも考えられるが、 1 0 0 11以浅にその様な水温分布の傾

向がみられない点、から考えると断定は出来ない. 海面塩分は、 夏の特徴の水平的に変化の

大きな分布であるが、 200聞以深で高塩分水の見られた紀伊半島沿岸の満点を中心にした

高担分の得がみられる.

1 e g 3の時間断面図では、 海面、 中~ 2 0 0 固まで、 および 4 0 0 m深で分布が異な勺てい

る. 海面では 3 3 ・ 3 0 ・付近に沿際水と沖合水のフロントがあり‘ 1 ち時以降観測 j毎.銭

外へ北上している模様である. その直前の 1 3 時頃には、 黒潮流動てフロントの問に!喫水

が存在している。 与 om以深では黒調理の涜輸付近で水温の水平傾度が大きい。 4 0 0 m深で

は黒潮涜軸のすぐ北側に高温都がみられ、 他の深度と比べ際だった特徴となっている。

各測点の温度変化鑓開は、 O.  2~ 1. 8.Cの顕であるが、 どの深度でも最北端の測点

で最も温度変化が大きい. ち o11以深では o3 時と 2 0 時に北の測点に高温水がみられ、 全

体に同じ様な時間的変化を示している

i毎 itは、 3 3 ・ 2 ラ E 以南では東向きで比較的安定しているが、 それ以北では流向の

変化が大きい。 ぢ o11深において o9 時から 1 5 時に働けて涜軸より暖水が北上したように
見えるが、 その暖水の北上に沿って涜輸と海面のフロントの間の海域に北東流がみられる

しかし、 水温変動と流れの変動のはっきりした関係については今回の観測からは結論は出

せない.

3. 水温逆転層について

今回の観測に於て多くの B T 点で鉛産的な水温の逆転周が観察された。 極分の観測は行

つてないが、 密度の逆転が起こらないためには温分も低くなっているはずであるから. こ
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の膚は低温低塩分の内 i電性の水だと思われる. 逆転珊の観測され{，深さは雨へ下がるほど

深くなる傾向がみられ乙。 また、 水平的な分布では. 東西方向へ宵11 合広い健闘に、 同ヒ‘:

らいの水温の逆転居が観察されることが多い. 逆転腐は一周だけでなく 2 層の事もある今

これらの事から、 紀伊水道から炉しおいきに釦けて、 内 i湾系のみすぎと外洋系の 'kが!荷 .11¥ (・

~Qìなりつつ分布していると考える. さらに、 沿岸水と外洋水の接する海域(東シ十 j匂 紀

伊水道写)でよく観察されるステップ状の鉛直 m迭は、 この様な層状水塊グ)混合により pr
解できるかも知れない.
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台風8719による大阪湾の潮位

林 紘二・太田貴郎・西山勝暢(神戸海洋気象台)

1 . 

1987年10月17日未明に台風19号が四国から兵庫県西部を北東に通過した。この時の大阪湾の

潮位について報告する。大型で・強い台風19号は、 16日09時には鹿児島の南南東300kmの海上に達

し、中心気圧960mb、半径200kmの範囲で風速25m/s以上の暴風をともなっていた。夜には北北東

進して 17日00時に室戸岬付近に上陸した。上陸時の中心気圧は970mbで、徳島県を通過したのち、

04時には兵庫県西部に再上陸、 07時には985mbとやや勢力を弱めながら若狭湾に抜けたが、大阪湾

の高潮に対しては由々しいコースで、あった(図 1)。神戸海洋気象台での風は 16日の午後から東北東で

10m/s以上となり 21時50分で最大となり 19. 1 m/sに達した。 17日02時頃10m/sを時々割

り、 04時頃風向は南となり 10m/s前後の風速で、以後南東の10m/s以上の連吹となった。

2. 

図2に今回解析した潮位資料の観測地点、図3に10月16812時から 17日12時までの各地の潮

位偏差を示す。最大偏差は室戸で 16日22時30分頃80cm、小松島で"17日00時40分頃96cm、

白浜でo1時頃60cm、捕{本で02時55分に94cm、淡輪で02時40分頃93cm、神戸で03時40

分頃1OOcm、大阪で03時30分に 11 0 cmで‘ある。図3の矢印は最低気圧となった時間を示し、その

横の数字はその気圧である。紀伊水道をはさんだ小松島と白浜の偏差の変動の様子は大きく異るようだが、

大阪湾内の神戸・大阪・淡輪・桝本は互いによく似た変動をしていて、この図からははっきりと判りにく

いが、 4---5時間周期、振幅10cm程度の変動がほぼ同時らられる。

図4に大阪湾4地点、の自記記録を示す冶神戸は周期20分位で振幅が最大20cm位の変動と、少し判り

にくいが周期が2時間程度の変動もみられる。大阪は1---2時間周期で振幅が20cmを越えるような変動

が顕著である。淡輪は周期10分以下のサーブビートが顕著であるが、大阪同様の1'"'-2時間周期もみら

れる。掛1本は検灘所の構造の関係で-顕著な短い周期変動はでていない。

3. 

これらの観測結果から次のことが考えられる。大阪湾の西側を台風が通過したが、それによる潮位変動

は湾全体ほぼ同時に周期4----5時間周期10cm程度の同じような変動がみられ、小西ら (1986)が述

べているような自由波はみられなかった。しかし、大阪湾の規模から考えられる 1......2時間周期の静振は

発生しているようである。

潮位表による高潮実験式でト神戸のこの台風による高潮を計算してみると32cmとなりかなり低い。しか

し、最新の資料を基に実験式の気圧効果を大きくし、風の効果を小さく、更に主風向を変えた方法で計算

すると 96cmとなりほぼ期待遇りの値がもとまる。

日本全体として 1m以上の偏差が記録されたのは台風8506の東京湾、それ以前は7920の伊勢湾

'東京湾、 7916の大阪湾で数年に1回の発生率である。今回の場合は神戸・大阪で1mを越え大きい
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高潮であったといえる一発生が小潮期で・満満時とずれたため、高潮による被害はなかったが、十分注目す

べき現象である。

終りにあたり、大阪管区気象台及び淵本候測所からは関係資料をいただき御礼申し上げます。

図3
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図2
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気象衛星GMSによる日本列島付近に
発生するカルマン渦の解析

采叫説 明(r:z~ 犀詮舟FロE理リ 1.実用子〉

1 .はじめに

日本列島付近には、秋期から春期にかけて、気象衛墨画像上に非常に明瞭なカルマン渦 1i$見られ

~。 このカルマン渦は.実験室の i荒体実験でも容易に作る事ができ、日常では川の中に立ってい

る杭の下流にできる渦があげられる. 実験室では円柱の障害物とインクまたは煙などを使うが.

衛星画像上に出現する渦の場合には、その代りに 500m-2000ml立の高さの円柱形に近い山

があり、比較的強い逆転居に雲頂を押さえられた層積雲か層雲〈下層の雲〉が広い範囲に存在して

@ 

いるわけである. カルマシ渦が出現するため

には、その他の傑々な共通した条件がある.

その一つに、その山の付近には方向の一定した

比較的強い下層風が吹いているという事。 そ

して、障害物となる山は広い海面に突き出した

半島か広い海面上の小さな鳥であることなどの

条件が必要である. しかし、これらの条件は

絶対条件ではない。

カルマン渦に関した数として、 R e y n 0 1 

d s数(R e )があり、およそ 5 0 さ R e壬3

o 0でカルマン渦が出現するとされている。(

ROShl<o ， 1954)  実験室の実験では

5 0 さ R e 壬 5 0 0 0 でカルマン渦が出現す

G 

るとされている。 (Niels Otto  

ensen  and  Ernes  t M.  Ag  

e 喧 1 9 7 8 ) また R eと関係のある数で

S t. [・ o u h a 1数 s)があり、 R e数と S

数の関係を図一 1{;:示した。 (RoshliO ，

1 9 f) 4 ) この図によると R e と 500に対

L て S O.  2 1 で安定した値をとっているこ

とがわかる。 渦 9
'
Jの安定度そ現す!直 tこ b / a 

という比が使われる。 この a と b ~ま図- 2 に

あろように、問予IJの渦と渦の間隔を晶、渦 9'1の

o 

図-3 カルマン渦の月別出現回数

(a)は済州島 (ChejuIs.)， (b 

〉は屋久島， (c)は千島列島全島

. 
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図-4 カルマン渦の月日IJ出現時間

以下図-3と同様。



間隔を bとしている。 理論上、この b/ a O. 2 

8 0 G のときのみ渦列が安定することがわかっていろ

しかし、実際に観測された b / a という比は、障

害物の形や液体の格奴によって 0 ，28<  b / a < 

0 ， 52の範 E習になっていると報告されている。(c 
h 0 p r a a n d H u b ぜ r t. 1865)  

2 統計による解析

1 9 8 1 年 9月から I982年 4 月の問の月別出現

同教と月別出現時間の統計を図-3と図-4 に示した

これらの統計は気象衛~ G M S (ひまわり〉の爾

像より iJ.l)定した。

これらの図によると、 t斉州島のT.I下に発生するカル

マン渦は、出現回数と出現時間共に 1 0 月に小さなピ

ークがあ-'% 0 この理由は日本付近に台風が媛近した

時に、北寄りの強い風そもたらす為に発生するものだ

と思われる。 これが済州島の風下に出現するカルマ

シ渦の一つのパターンとなっている。

屋久島の風下に発生するカルマン渦は、出現時間で

済州島ののものと同傾向になっているが、出現回数で

済州島の風下のそれとは異なっている。 i斉州島の風

下では、 2月から 1月に出現回数のピークがあるが

屋久島の風下では、 2 月にな 7 ている。 その理由

.1 

図-5 斉州島風下海峡の赤外輝度

温度分布。数I1百は℃温度。 ¥981年¥2月24日ooz

は 1月から 2月になると、日本の南岸を頻繁に低気圧が通過する為に、!雫久島 0) !見下にの

み渦列が発生し易くなる為であろう。 そしてその低気圧の移動スピードが非:常に):!いの

で、渦初lの出現時間(持続時間〉はそれほど長くなゥていないようだ。

済州島の風下にできるカルマン!渦は、屋久島の風下に出現するカルマン i局に比べて王

lま出現回数・出現時間共に多〈なってい-'%。 この理由は、屋久島の風下に出現するカル

マン渦が一定方向(ほほ南東方向〉にしか出現しない為のようだ。 一定方向]に l. かィ同事1)

が出現しない理由は、障害物となる山の形が円錐形でないことと、広い海がその方向にの

み存夜するという事であろう

千島列島の風下には、 1月からカルマン渦が観測し始められる。 2 月に:fJrl! ~司教が i成

少するのは、 i毎氷がオホーツケ i毎をうめつくす為に、海面からの Jk7!l;気の蒸発がゆないの

で、雲ができない為と思われる。

すなわち、大気の流れにはカルマ

ン渦は発生するだろうが、雲がそ

こにないので、気象衛星で観測す

る事ができないのであろう。 実

際、 3 月になると、 i毎氷ばオホー

ツク i毎を北上し、一方カルマン渦

の出現回数は急に培加している。

〈図- 3 参照〉 千島列島の風下

では、カルマン渦を 5 月頃まで観

測することができる。

剣勝;
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図-G 19!11年12月24日002の季節風に沿う径路上の気温

分布図。鎖線は乾燥断熱線そ示し、細線は~~潤断熱線、破線は逆転居。
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1 9 8 1年 2 月 2 3 

日 o6 Z から 2 4 日 o9 
Z にかけて、済州島の風

下に非常にはっきりした

カルマン渦が出現したの

で、その渦 711を解析して

みた。 この朔問中の 1

2 月 2 4 日 o0 z時の鳥
山〈拷 I雪) ，光州(健悶

) ，福岡，鹿児島，名瀕

のそれぞれの地点におけ

るヱマグラムを図 --6に

示した。 この図の横輸

は、季節風と平行な方向

に投射した距離間隔にな

ってい否。 乙の図から

各々の地点において、非

常に強い逆転居が現れて

いることがわか~ 0 斉

州島付近の逆転居をこの図から読み取~と、およそ 8 5 0 m b から 700mb!立になって

いる。 このときの 8 5 0 m b から 7 0 0 m bの高度は、同時刻の高層ヂータから准定し

て、およそ 1500 m から 3 1 0 0 m f立になっている。 この下 lJ.11が 1 5 0 0 Ifi ，上側が

3 1 0 0 IIIの高さをもっ逆転居は、済州島 (1950m)Gこ対して、十分に c a p P I n 

a. 1~WIIM f1Í" 

万;;;ゐ

グ I O 

"'NAZE 

~AHA 

図-7 渦~Iの中の一対の渦の移動径路。 1981 年 12月 23日 12Z から 12

月24日06Zの朔問。矢羽根は12月24日OOZの850mbの風.
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剣勝

図-1 0 1981年12月24日12Zの850mb天気図。
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ふ~~1~此?ずの富豪

色野勝美(企 g本注射¥K K ) 

|、 1まじめに

議冬争日系婚指鮮に粧をιτ 吾曹は、舗の余.期や.餅の宙ä-l:.~言、j"争縁尽の震、、久員規l~ のようでわ
るが、11::，1\正予包方で締I~相変 z星峨寸事当事活 1::: 1::.守宅、~この拡象に重量b す否 k 回涯の忠 1乞〈ぃ r:\~
開、怖が;え刀、多〉定ヘヒAl\J~..t-に稀;>f j:. '1'ラれて何(~うも[I~ 1をみIユもナよるザヲかいすあので.め杏 kいえ

るe さラ 1::ムの時鋼、手.~長雪 1::: 1= .，マ降事長 IJ¥"伊Tさ此.納金機が唯♂の動;L寺段にひる乙ヒもある
ヱヒ b、多‘「相l空機械魯 J の色暇 B手-~マ~.tt九関係j看1'::害罪品ら以 1::: 撃手 1:J 問題の|づヒ 1'f? ている

二て‘ 1手‘ ι 11 η 芳々が行な?てき f乞雪量す新誌の威主亦るもの τ、 l~ 1'; いが‘捕を機長都国1来%
か与息た 当該予見魯の特徴I三ヴリて Aべて H 色 ll.
2.)県立1襲被曹の1悠
都~椴 m 械穆 1 J: .要 m対嘗ャ手当月ト告によるものが争いk.*え与似ドちず掛るが.tF祭1手、者、母日

系議官!のを港 1::: 今〈狩~しマおリ.ぎらに害事tk 回澄しそヲ 1 い i巴都宇 l宇治めて?ワ〈‘ l幸 k んピ 1.;J:
L邑入時l'‘ょ界初期 mイ11考7援 1::集守 l't I、吾二ヒがわか杏・
.s s8Jト援の被番伴毅まタ'11:::思る k、yト私 30伴(.23メ〉、村田 Ib伴(IZ -(. )‘、鳥取 f伴(4 1o) 1= 
乏している，

I1、私立港岡'.1Lにわづる被害のすぞ鱈:1::づい τ，118D坪梶方、ラ /993年最芋での 4}手市の忠孝(f/ん 3
~ ) 1三被害レ化 63傾 I~ づいてその銃針を系 1. (幸野 11st) 

(1)枚重体重

回ーII~ Z;;支払的な械電位章の~，函"'{" ~_IJ 、 1思2率的なレ戸夕、戸誘導lぐ夕 d ンも斤;しである，械
Y首位章、;ヲ宇~ -t 11-~なく. I手ヒんどが・レーダ‘ー誇毒コースの Þo~ Le.} η、β 下inAI Le~ 1::集守

していラ・とのこk.~;J.~j::.の Pown

W ind Le~ 1'f ピで、 11.容量忌避ける ~r罰
的余裕ザ‘あるが fin仇1 Le} で，~ ，寿

nイ守泊二で経乏してい 3留まが虚げにく
いの1::.隆工で、 tまえ文電し易~， ~差竃緑2手

の突起物 1J'.あ吾作めヒ j与え 7lI't奇.

(2)根害毒11l(気ι事7霞〉
回三 lt械醤あ慢を斤、し r::もので‘こ出
による t. 20dO tt- か~ 3μo"Ft--dl4主
に t:!-7が見ら ctl吾，またJ.ィ乱書7角l';J' 
~oo Ft-， 系ゐ守 f聖司 /0・t>OOFt/ γある
• NASA.t也、・行 fj7 f:::下106B による 図)小~~~~;革新!jl.1~f;情相.1-危
害蒙市入茨験で 1ま.械脅持者主のピ，ク 叫咋岬午

I~ /0 1::1111 ~ / / Ktm ~乍フ T いる.下 106 Bの実線
~ 11、が~?~~~ーの、続~tイ墨色~姥 Fビ毅 i ~ ニk
tまでき"7-(113¥"‘冬をト北陸地点の雷意1τtる被

害事，穫 'f不在〈イ~いものであるニヒカY・ゆがる.
(3)械害時の看牽tT員事1霞(図 -3) 
械事し r~ iI持!l:;t1絡が観測し t もので‘あう枝宮
崎弘 l手幡、l司時事'1のもので‘める.長話7蒙旬、耳、
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大気圧変動の放射線計測への効果

山口雅彦 上回勇 武林正峯 (電子技術総合研究所)

1 はじめに

電磁放射線である X線やγ繰には、放射線場の強さを示す照射線量 (Exposure)が定義され、国

家標準においては、 X線では平行平板型空気電離箱、 γ線では空洞式空気電離箱が主に用いられて

おり、校正値の基準が確立している。いずれの場合も、照射線量の定義に基づく絶対測定方法とし

てX線・ γ線が標準状態の空気を電離した電荷量で示す。この場合、気温・気圧の変動は測定中の

電離条件を左右し、大きな誤差要因を与えるため、 CAM化などによるリアルタイムの補正処理を

加えるのが望ましい。 しかしながら、温度は気圧の測定に比べて各種センサーによる遠隔測定が可

能であるが、気圧の測定には通常、気圧の基準として用いられているフォルタン型水銀気圧計を使

用しているため遠隔測定できない欠点がある。

今回、遠隔測定可能なベローズ式自動平衡型気圧計を用いて CAM化による放射線測定の高精度

化を図り、併せて γ線照射線量の精密測定における気圧変動の影響について検討を行ったのでここ

に報告する。

2 γ線照射装置

照射線量の国家標準は当所において、 X線 (ω1ト山1口20似K恥制削eV川)に、 γ線(リ3刊仲0ト問』

ギ一範閤において、 5mR-100Rが確立しており、精密計測技術を基礎にした研究をおこなっている。

実験に用いた γ線源の“C 0， t 37 C Sは、それぞれ大型鉛容器内に格納きれ、制御系も含めた装

置として大線量実験室に設置しである。そして、線源は容器内のステンレス銅製のローターに固定

されており、各操作盤からの遠隔操作で各種強度の線源を任意に選択し鉛容器壁面にある照射窓

からコリメータを通して規定の照射方向に正確に設定される。線源が照射方向に設定されると γ線

はコリメータを遇して20咽 φ/mの広がりで照射される。コリメータ前面には、厚み15畑、重さ 200

kgの鉛ブロックのシャッターがあり、高圧空気を利用してこのシャッターを高速開閉し、照射時間

を自由に設定できる構造になっている。また、実験室には線源容器の搬入口や換気口以外に窓はな

く、空調設備は空気の状態に擾乱を与えるため実験中は使用していない。

3 電離電流摂.11定と気圧補正

図 1は、空洞式電離箱の構造を示す。円筒壁部分(キャップ)は空気と等価密度の物質であるア

クリル樹脂製である。支柱の一部にピンホールがあり、電離箱内部が常に自由大気の状態にしてあ

る。円筒内壁にはカーボンを塗布して電極を形成しており、中心電極との聞には約 700Vの直流電

圧を印加する。中心電極はケーブルを通じて振動容量式電位計入力端子に接続して電離電流を表示

すると共にデジタル信号に変換してプロセッサで処理する。

7') 1) ル樹脂製 ~nJ'

く印刷7l

第 1図 空洞型電離箱の構造

電離電流 i0 (A)から、照射線量X (R)は

X = 2. 9979X 109・io/V. (Ta十273.15)/273.15・(760/P)'Kr (R) 

で与えられる。
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ただし、

i c :電離電流、 ( x 10・12A) 
v 電離容積、 ( cm3 ) 
Ta:電離箱内気温、 (・C)

P:気圧 ( mmHg) 

Kr= C.Sz/胴 Sa I r )・ (μ 日 /ρ)air / (μen/ρ)Z.fA.fs 

(mSz/mSair) 電離箱壁材の空気に対する平均質量阻止能比

(μ 日 /ρ)ai r / (μen/ρ) z :質量吸収係数の比

f白:壁材による質量吸収の比

fs:散乱γ線の補正

i cの真値を求めるには、既に、理論的、実験的に確かめられているもの(K，)を補正する項と、
実験時に測定して定める気温、気圧や湿度の項に分かれる。前者は、線源のエネルギーによって一

定の値をとるが、後者は、時間的に変動する.通常、湿度は影響を無視できるように電離箱周囲の

空間を薄いビニールシートで阻み、乾燥剤を挿入して充分に乾燥した空間を与える.ビニールジー

トは散乱に影響しない極力薄いものを用いた。

4 測定およびその結果

CAM化による精密測定を行うために、 10-6以上の精度のリアルタイムクロックを内蔵したプロ

セッサを中心に、自動電離電流測定システムを構成し、 GPIBを利用してデータの記録、処理並

びにコンデンサーの充放電のコントロールなどを行った。測定には、振動容量型電位計をはじめ、

システムの電源投入後、充分安定性を確かめてから開始する。電離電流は、標準コンデンサーに充

電する時間が数10.......数100秒になるよう電位計の適当なレンジを選び、正確な2点間の充電時間A

Tにおける充電電圧目盛りの10%および90%付近の 2点の充電電圧を測定する。
図2は、本システムを利用して、昭和62年 10月に発生した台風 19号の上陸から通過後まで

の電離電流および気圧変化を記録したものである。グラフ上の一点は、 5回の平均値である。気温
変化のみ補正した電離電流値と気圧曲線間の相互相関関数 ρは0.96以上あり、空洞電離箱内の空気
圧が外部の気圧変化に良く追随する事を示している。また、気温、気圧の双方を補正した電離電流

の相対誤差は0.1%を充分満足しており、短時間の聞に起こる気圧の微少な変化にも、空洞電離箱が
直接影響を受けているにもかかわらず、リアルタイムの補正により精度の良い電離電流の測定が実

現できた。

ム・-‘--'--‘ー-'
14 16 自

1つ
昭和62年 10月

台風 19号

1 7日

10 12 14 16 ¥9 20 22 

時刻

第 2図 台風 19号における電離電涜の変化と気圧補正結果
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総弁総長 玉重繁良 森回康正 地図真一

(徳山大学工学郎〉

1 .まえがき

中間赤外域においては，水平線付近に高放射輝度帯が存在し，これが海面を対象とした赤外線リモ a

トセンシング，サーチ・システムなどにおいて隙害になることは般に指摘したに本報では，これまで

の数次に亘る海洋の赤外線観測の結果から，水平線近傍の放射輝度の分布形が観測点の高度によって

異なること，放射輝度の分布形には冬季から夏季 Iζ 至る守季節変化があること，中緯度の海域では晩春

と初秋 tこ高輝度帯が消滅する時期があること，および観測時の水平線直前の海面の反射率(海面状態)

の推定法について検討した。

2. 高度による高放射輝度帯の分布形の変化

筆者らは以前，赤外放射を利用した油汚染水面のリモートセンシングに関連して， 100-3000mの上
2 ， 

空から海面を走査した場合の海面の赤外放射について検討した。その際に水平線直前の赤外放射の分

布形が観測点の高度によって異江り，また季節によっても変化することを予測した。

その後の低位置(100回以下〉からの赤外線観測により，中間赤外域において水平線付近に高放射輝

度帯が存在することを指備した〈前線 1')。昨年(1987)はさらに高さによる放射輝度の分布形の変化を

確認するために，高度 250mと 6mの 2地点(島領県隠岐・西ノ島の摩天崖および国賀海岸)での比

較観測を行なった。その結果を図 1(a) ，(b)に示す.

これまでの気象モデルによる計算結果では，水平線付近の高放射輝度帯は低位置における特有の現

象であって，高度の増加と共に水平線における紋射のピークは小さくなり，高度 1000m以上ではこの

ような山は生じない。今回 (1987)の観測はこれを砲認するために行なったもので，図 1の結果はそれ

放射輝度分布

↓ 

‘ー水平線

を裏づけている。

同図 (b) の低位置から観測した水平線付近の海面放射

は，低仰角の天空放射すなわち比較的の高い下層大気か

らの放射の反射成分が支配的であるのに対して，同図(a ) 

の高高度の場合は海面と観測点間の比較的温度の低い大

気からの放射に大きく依存するためと考えられる.

3 .放射輝度分布の季節変化

これまでの中間赤外域における低位置からの観測結果

から，水平線付近の高輝度第の分布形が季節によって変

• 

化することはすでに報告した。その分布形の季節変化に .-.， -， 
(a)摩天盤〈高度 250m，1987.10.3) ，，， 51l畠血

制l邸側

依qJJ!~'，立分内i

天空

(11) 冬季

←水平線

海面

(b) 回賀海岸(高度 6m，1987.10.3) 

(b) 夏季
図 1 高度の異なる 2地点での放射輝度分布の比綬

図 2 水平線付近の赤外放射輝度分布
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3.1 水平線付近の放射輝度分布の尖鋭度
門 l 尖削・=工〔雌巧ず3

水平線付近の放射輝度分布は図 21.:示すように明らかな季節変化が認 ~ 1 
i 水平線 天空

められる.ここではこれまでの観測記録から，その分布形の変化を調査・ I_I
1-ー ム/{錫度差}

検討した。分布形の表示法としては図 3のように，水平線付近の高鱒度 えI -----ー~
帯の幅(視角 v)と放射輝度差(r の比を尖鋭度(s )として表わ 五角度)ー

した。その結果を図 4に示す・ JI 
蓄

同図より輝度分布の尖鋭度は夏季の1.5-3.5 に対して冬季は 15-18 
角度 (mrad) 

まで大きく変化していて，夏季と冬季の分布形の間 1.:明確定E違いがるる.
図3 放射輝度分布の尖鋭度の表示法

また，観測例は少ないが春季と秋季はほぽ中間の値になり，年間を通じ

てみた場合，冬季を上限，夏季を下限とする季節変化があることが認められる.なお，放射輝度の分

布形の日変化，天候との関係などの検討は長期聞にわたる連続観測の資料によらねばならないために

ここでは省略した.

3.2 高放射輝度帯の消滅

前節で述べた水平線付近の高輝度帯が生

じる原因は，水平線直上郎なわち下層大気

20 
門
司
・

ぞ15

• からの放射が主因であり，それは大気下層 ' .. 郎の気温，湿度，混濁度などに依存するが， 腕

10 
目

~ 
ミ.

、J

なかでも気温による影響が大きい.一方，

水平線付近の放射の分布形はこのような大

気放射と海面からの自己放射〈主として海

面温度に依存する〉によって形成されると

12 16 
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20 24 考えられるから，下層大気の気温と海面の ._ Ol~ 
温度がほ 11'等しくなるような気象条件下で
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は高放射輝度第が生じないものと考えられる。 図 4 放射輝度の分布形(尖鋭度〉の季節変化

瀬戸内海中部のような中縁度の海域においては，晩春と

初秋にこのような気象条件になるものと推定される.図 5

は内海中部の俗灘を対象とした鍛 il~ 例であって， 1961年 9

月 15日早朝(5時 -7時)の観測記録では高放射輝度帯が

ほとんど消滅している。

図 6は上記の鋭測時の気象条件に近いモデルから計算し

た結果であって，水平線付近の放射輝度の変化が小さくな

っている。

• 4. 波長域間および海場間の放射輝度分布の比較4.1中間赤外域特有の高放射輝度帯

赤外線リモートセンシングにおいて多〈用いられる波長

域は 3-5μmおよび 8- 13μmである。図 7は同一海面

をこれらの 2波長域で同時観測した例であって，使用した

観測装置〈いずれも富士通鮒製，イ:nヲ7イ〉は動作波長域が

異なるほかは同一仕様のものである.同図 (a)，(b) は水平

線付近の高放射輝度稽が 8- 13μmの波長域特有の現象で

あることを示している。

高放射輝度帯は 3.2で述べた通り，主として海面の自己

放射と低空の大気放射の相互のレベル関係によって生じる

現象であり，これらはそれぞれの海面温度および下層大気

水平線

図 5 水平線付近の放射輝度差の小さい観測例

[波長繊…m帯，広島県向島
1986.9.15 06:00，天候:雲点在
気温:25"C，湿度:81% 

" 
'... 5000 

・4000I 
'e ~~~~ 1惣モデル(眠晴天)
~ 3000r細川=251:
ミ 2000卜水面温1;:: T. = 251: 

日 1000~ 湿度:R. H.=81第
車 。|波長成;十13μm

穏 70 80 

海面側
水平線

天空側
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走査角 8(・〕
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図6 気温と水面温度の等しいときの輝度分布〈計算値〉
の温度に大きく依存することから， 8 - 13μm帯において

顕著に現われるが〈常渇放射のピーク波長付近) ，他の波長域においては弱くなり，近赤外の 3- 5 

μm帯あるいは可視域ではほとんど認めることができない.しかし，昼間は近赤外域において散乱太

陽光が分布しているために，水平線においてこれに起因する輝度差が生じることがある。
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すでに述べた通り，高放射輝度得は低空の気温および海面温度に依存することから，これらと筏披

な関係をもっ地形，緯度と放射輝度分布との関係を検討してみた.

比較した海填は内潟として本学に近い瀬戸内海縫灘，外洋として四国足捌岬付近，沖縄県与那同お

付近の 3 海域であ~ .図'8(a).(b).(c) にそれぞれの観測例を示す.これらを比較すれば，放射輝度

分布がいずれも夏形の類似した分布形であって，綿度，地形

4.2海域間の放射輝度分布の比較

と分布形との関連は認められない。

5. 水平線付近の海面反射率の推定

前線の気象モデルによる夏季および冬季の放射輝度分布は，

海面を量産面とみなしたときの計算値であった。これに対して，

実際の海面は鏡面状態であることは傷めて械である。水平線

直前の輝度分布について実測値と計算値を比綬した場合，そ

の分布Jf~が異なっているが，これについては文献4)から，

水平線直前の方向すなわち反射角 80~ 90。の海面反射率が海

面状態のわずかな変化によっても大きく変わることに起因す

るものと考えられる。

以上のことから，観測値とモデルによる計算結果より水平

線付近の海面反射率を推定してみた。観測値より実際の海面

の反射率を求めるには前報(I )式を変形した

ρ..(θ)=[{Nbs(θ)-N a (θ)}!"l"a (θ〉ー E"， (θ〉・Nb(T，，)J/Ns(z)

を用いる。

図 9に観測値および計算値を示す。図 10は上記に基づいて

推定した観測時の海面の反射率である。
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寿却なF金水のゐ，作よ'3)ぞ勾Fをゆに者11υ存 T乙め k芳えられ
~ .早剰./-1' D t. A/pの数多t:b¥"生 li'í::..η もこの喜多~I-: ct ~ 
もの kJ与え今れき.
④Ajpγl手、 IS.6 ̂-' '3， 1 0 vτ専認が侵入しマ Eリ.識が清散し
た時三乙2"11. 14..2 D レて‘あァ í~ .1:;巴名面が毒音量 k同様な境界条

'L.ー-L司ー~
km 

"f 

件 7・鶏が-rnを主にイ壱入可~ =-ヒ五芽え五ヒえが域 l三約 141>c." ~ 図4 表面水揚令守(丈き乍J-1l
1珪定芝爪. SST の解祈図ヒ一致すミ 11.~ゆ露呈地 ) (a.) ，q8'6ヰ4ij21B
O鶏n令布行変動幻荷積 tb> '1苦持5胃11日叫，1'd-6ヰ?引.:z.B

み線基兎繭旦の霧的変動 11.>:之内事う 1-::?与えら肘 d， 

①前手民ヵ、多〉安 J水域(春江ニ)て‘イキ5等し f己主資 jJOれ:yl' 帆毒事~ :11"‘都生しi-::.• 
@1.をIニずも放射埼玉Yが行なわ111..場面識霞まfキ五17L-i::.f;引官iz". ~~ ¥・向噴にι?τ 陸エ ι戎入
しT乙.

①日射が特ら帆てがら Eま?長ιの加制 1:::手、)下を主主PI:すの議1手飛散レ‘?をよ刈負諸島も古今 1:::J::..-'t乞
手t'11-:.. • 

@0700( 工)以降‘指成(浮l 鼠)が穿熊 1 孟~'t，も 1:: キ水域ょの議t がユれ戸よヲ T11を ):..1三鞍l
ぎj 札‘若尚孝1，~~有乞，，'務わしく'l:多dPl加務 lτ わて変質し f::: Low St;..が戒し入し巳 e
③ヱm場内戎L入I'd，揖」ニの予斡殺が冶11をj:..1::"，友人可 s手乞・俗、偽レ、その h号、 日劇作よ~t1!-表面の
抑制か‘場m 形叔 1::身者Fる及 1ずし r~. (風句ヒヰ仔なc..1Å ~η 下0$ J三安官〉

F毒見環い帆 t 持裏.，.~吟4ズ η 増益
リ互い l乙孟今しi::0.-，レオtPl場(図ー主)
0930 (工)の鳴の令午 1:::'.互い 1:::'.1高等し‘草者し(::..0-fレ枚、の犠Ii'f思ら rrtj .図のあ侮11のロ〆lレ

lま風¥-=-ヰ行fあ').左側め 0-/レ1ま風I-=-孟をして¥I ~ .こ帆ら的位置t.k.. sSTの今午ヒの附f釆tま
ち ι ラピ /4""15 0ι の日昆f愛情織の ì-~令 1-:. 当 fとフマエ・ 1. (平行忽\1..(オく域，孟号t 雪~Iま建水域)、
こに乞がらヰ行翌は創れ#面 D、らの加領域泊予?にぶ 7 1"生じ f乙彰のであリ、~安雪~1"1it-
F五巷肉の厳重乙7によフ T私生レt-:..K-H (1JYピシ』ヘ1レムj)".Iνソ)戒マあ事ものヒ?与えら削る・
2.)~に平行な 2 ;4与の畠裂三持ヲ T~霧(図"-6) 
図-6 ¥手長後手芝、.殉， T乞蒋の伶午ずあき.三の務 1:::な下時;花1::'ι?で生(;'T==-もの七;与え今例主

、 H員にヰ111';'2 系列島裂が‘見歩帆~ 0 

畠裂の問時 11-約 2000mて‘ぞ例ら n問1=16，;:t ¥1察力i'¥'/:歩中レ、ラ >rミ事了侮員長め得在主庁、吸す
3彬.:fi1:. rl フマ II'3 . 
3)陸主τι じTτ~~;;千行 q橋震4丈 m 鶏
選立ニて急震の勅私、主し伝S暴力、、、百射で抑制さ侃企 Fを土:...，~戎入し↑と弘色ん 1-:.. ‘敢にキ ~1な積雪~iだ
の易l::t為してゆく a 三l.Yt11-地表面からの抑制 'L~~魯肉 O);J~& シ7 乞によ 7 -r生じ、企疾型的
f"，J)jl K ヰ守?なtj. -Iレオ支の鶏乙\lえ~ . 
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毘蓄量
唖量

図g 藩容の岳縁1:::もら帆化豆 図6 渇霧ヵv・世~j:.-\~f争靖もしZまじ、t鼠\'t:キ
t 、 l乙~.ヲ主するロ→レ.;j'XdJ.事 行本箱蜜雪Zの鶏 k下隣~I;t;( 多作特徴的

1J= 2;'私的亀犠 ? 6おわりに
J 般に換の観樹 lま 集 η 寸才、行ヴ 7 マ μ~ í~η ぎの~嘉五 f足元イメ- ;，‘主mぐらすこヒ 1京葉監レし1
e しかし渇阜の為入f，飛板 m十理Ij1::. \本‘ごめイメ F ジを~1量的 I t:~義理 ν対jC:、す~ 1'7'手が、舟~ .ヨ
弱¥"1.‘下層?に境の特徴的な木株規程王司視dι レてく帆 3乙とも申が 7 f:::. .鶏 m 列ヰ乞 l~ tま~'\!!.-J:ニマ・‘の千
面的観;all(/) Jfならず 子台脅の諒新の場7fふ ~j) マ、j:~{稽1'~ 'r納主税')方、ろの観現11然、主等てある
ニヒを稀隠し f::;• 
長才去に、観刺子"-，玄干お哀して¥)1とたれいた閥f釆%11ガマに者同長、丞表レます.
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f，ゐ議瀬戸付近にお 4ナる疹につい τ

メ之江他人 〈日本先初公伽対)
佐野孝 ~f (本ナト)四111.皇、絡橋伝団広企エ暴季務所)

1. rJ:じ‘め lこ
本:HI¥!D国是1ゐ場・児島民s.JレJ トの鬼.r..1久!到にjあ之、を ρ交通晴名 e掌困ヒ令告霧ρ秘主予刻の
弘義 tl笥3ために，括和 ι/・62与の 2 与ノ支lこわえって，霧の多有する多用戸フ河巴， )レートに
52う渇桝員共 i功、パ・材ιヒ主語ふの殺到支若手が失点&芝れた.芳と橋?以ρI罰則金体lこわたっての、，
きわj・刷、凶鋭身Jt~ 孟期的心 4 の Z あり i重j之L免税剰により iみの夫参lユク ρ ての貴重々責耕三件る
ヒ及心、広域{の lIJ、~ ~;;~亘方向 lこ及.J;-I!ρ 失態， Æ 知る乙とが去ゑた.本支11 1))既穿五 iB 令するヒヂ、
lこ，これらのポ来!.j1;: I有して，管擢府 lこ役ιてる k 仰の.1!者主の前13}'方 j l・・/:}瑳表 Lうる霧子
制今晩 E一点、ま ιめ火ρτ・・4主Jとする，

2. 気象・浄~l)j，!~IJ概要乙
L¥}.者旦:"J'Ji月間
服和 b/年Lf.fi / J-θ̂ -I司ヰク月ユ o回/ 賜知 1. 2 年f;. ~3ß /V向年 7 月之 3 日
ω.税刻、昔、ヒy飽3身!肉定
iみふ 1 1， 案橋エ事ø.~"\周込 lこ配車芝れて ρ る警高給 3ft，段 1:. /J t.:.色'成虫局常f$. 管理室~ 1こJデいて
気象.~み&の級別 tt守札業橋脚t: 13:下if持瀬戸久橋3P (ζ 長ps-t-似〆下手p7帆)，払イ急援瀬岸
川.3P (ιiP9 0 ~，下岳P 7，...，.) 1:'わV て'I-，緋討による矧酬川づた。れ昭和 !.z~
/差 11 州島河瀬戸犬鴻3PC/3 1f. 例 J にイ γアパ/レカメラ L 訟J. L 之，ヲ毛 iち才伺の j与の号さ也Kl?t.~
/特別 f いJ最長舎は (I~/みsI1). 
観劇肉~tl>'えριb、りての争・

.i[時4!刻
F良目 ( )員向，夙i主，.JL~ (乾球，退球)， iみliill<混

夫妻t，J基1基，記事 7
sH'l {昭和/， /斗夜 J 3時ノ ?時， /よ持ノ之/時

'1 "之存度 j 68手 I付手〕
-厚品目喜多旦利

頑固 L~時ヒ l司じ〕
時刻 ( ~&炉 b /年皮務者主主r-lt高酬の問の

O時， 6時ノ， 29寺， I g-時

昭和 62年皮務そ主~消滅のraEjIJふノ i寺周〕
31に務そ包~靖威η 閥 1:10ふご、乞のiU量(.t p皆、~お〉
:i!5I.'Jυ行.
来j事のi患/主役役① /仰，t鴻内J タ O()，悦ノ②.S- OO~ 
~ ~.晶~ユ o 0訓ι I (J).ユ o0帆土 i舟"-" I () 0府tノ
@. 100例之浦 I"V S-o併しノ (.f). .t-0 抑tA-i角
l3 ).匁測量科の控喜重.J..た針
Jt.. ll幸紘測，時時税安j ヒも宅れをれ~;l海本税刻表 (A)
じして.ま九 101;トプじ l乙税剰 lた務の5患史観現悦果 L

長~俊刻ゑ( 13 )ヒ Lて耳元リまと h 九・ 1たイシタバ V
カメラ 1: よる税捌 Il .J.具集ヒしてまじめ，税剣紘・ UA~~Î
t1)4l~J ヒバPじ L て笈矯の進路.~ね差L の'/iの』扶‘沈 E推定ーす
る資料ヒ{た e 税制航 1:Jる税51J]J.t.をれぞれ在くの来橋

昭互に主主 J費えて， fi の写経生田喜久ノゑ JL時間，経j~乙埼周，
の.ittrt 41 vl・3た笈橋の進路・級品I-.t:-の霧 B訟の雄;t!.
11っ丸。
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3.殺到iこよって待ちれ尺子安lのための+:&事場、
(1 J. 偽殺秒、戸付近の霧誉主 ~5L
5品乙 '52痔ρ税刻、書、じ下1孝守・歩ι偽2賛3換戸久崎3Pのと毒p• 下旬 1: h、づる視剃 i二よリ.:o&和 b1. 
4之与夜"(t.;i'l期間ρn号己主11;(;.1.[み争ヒ次のヒ Jフ、リゼ."タ.
ぞ主 ~ 1:'~ 管生日政 霧洗支 4以工 ( I d 0 例法治)の日義え
造主l:. ~岳l: !þ' 下-tp よ /β 1 t-B 
f易lニヒ必下-!p，又 11.浄 jニ I.J. 8 之 B

~lニ岳pr:~ 1ナ(洛』ニ lよ1'1U I / s 3 a 
必l:-!p (~畠 L 毛/.a"めて ) 1 1> e j季泣乏の予測対本 t 勺~ . 
ι2). 1-を乙 ~pT'': IÎ の霧 I.! ‘ j11J~ b三年 t'JVIJE3ρθ 宇の降局申 1:寸3引が';{j1.到 2れたが，明り、に
東風による}.!J昇性の/争安κ橋の工-it(:Jl~ L I 円る民丸がイかる.混雑まt1: Jるよ岳P?:'け ρ 霧 lユつ
内て11、以前 tJ'~ )~-tj角 f 札て円たと Z ろでわら〆::.う円う間態の 4 の 4 めるユとれ括払芝れん
t3 ).与ii:vk5:与11.;.~/孝 i 除 11tJ" ，みよめる棋史1)‘ι閣のノ差 Ij，ご‘くノト才.( I ー‘五殺到τ‘4久争 Ij.編める。
則一般，~ .の?み威て I~ E rv N f )n ，6~'幸裁 L てける)" I f員4トヶ第の誉主時 lユ4多円。 4多tiJUt毛糸
圧 iニ覆われ免ヒ主のが劇務i'11 VJ IV  NW.... N Jt;tヒ Ij.1対'"的τ.'"る・ Sw風lJ.itth;王通過 1功、らむ e
c..S-)成田が夫通 Lてりる集。ヒ全 11ノ手与えの風向ヒA に森dト帝 l工4殺似性がめる. l-m 2 1工 l，r移島
為による tiρ/i?'J ~庁、 L T_ p"，予測の肉ゑij:~~!-.吃の投の監視 iエ徒主てるエヒが広ましる・
(1:， J. 務誉主時，~ IJ.一般，:JI..!. (T.t)芸浄47Jk進(寸~)ヒなるが、放射察 lこわ、 v1 Z. {l i昼、f..が退命i}(
5皐よワわずかに L/乞，1i !-") 俗、)~令 t ある.季，l退ゥ仇空安L〆)~長ノ支〆露、吉まで・ 2 がる t /J' I 
~~が・相手隠する 1 1.水主J:tt.....かえら hバu;tよ凶・
l7入アメダス k鼻音 1:よ4税刻 1:よって崎務殺戸周辺"-1'糸、草分、帯主Jナると 方支身Jnの誕生時に Iよ、
F生地円低予晶棋がjl3対的!と品川浄威主aみこんてく争.そ Lて自の弘法'1.降胞の早退 1:よリ.法よ
かろ Pを地ヘ』えれ弘 L 'L-~ 11 y，角成l二向フ τ円七このよ 3ワ収、PJ，lji安ρ 私犯¥-=-.f，有ktJr"ある。移;丸
森ノ前線霧の場令 IH基点ρ気遺IlPを悼のit，;，孟より i岱刊』、同iてある。

年.J写の予刻
1I〆手創のための時埼

多くの j容の I~I'-皇 t fl たので.吃~宅れの事例 l乙づ刊て ~UJr [ tずヲた・ 3争 1二校佐 100 骨\..t満ゎ~、
吾々 1まの事例ユ o(乙づ H て11，事例泉ilP si<して拐をの資ヒずるヒ夫 lこ，峰ゑ霧今方カードヒ tて
沈府ゑゑるように埜J:~ Lた e モρ肉本IJ:d".t-0訓 bI 胞と夫妻し!訂k その斜祈 I 1事誉主に関する考察ヒ
着眼fy現地京橋他成 ρh-l.'海:A，IICえの特徴ノ寡冷静f'ID，をめ{也命説教戸周忌ρ霧4ぇ:辺二等8あヴ
てある 62年4.1'18日害時 ~ 7 

乙れらから針~ ~l 巷 児島情報管理き¥ c/ / ) ¥被c
~~Æ.. ~あゲれ吠めヒ下糊瀬町樋 Lも
わ、りずある. 恒石島高明仏司 1/ 
a..J. 3S0必6kC本B喜 纏石島威。 l 
元島jむの予想 岩持高架:v ~ 
イあ2賛瀬戸の霧器生白 羽白i高架íì~~1I • 

tアE I S (犬気汚衆 与島高架樋入) 女
子殺の主J皇賞料)I! ~ 柑綿戸大前 dl 額戸大積~. ¥ur 
るあおポイシト!こゐ、ヴ ~. ¥'な
る 8s-o付&のあ乙じ 南側頭欧州 ¥ 

対凶 lてみるじ、政:h 1 . ，，~ 
βぐ入 1)-1ト節ユコ ρある 1 坂出情報管理室 4

基準11-!肱えるヒ委，
1--11.地久の 1-1主1:'森誕
生日〆会主れて p るニ

ヒがパトフた. んが:基準
吐L)2(之るエヒ，1， ;.み

主の露.~. ( T.t) > ~年!il
;}乙51z.( Tw) /J'，また{J:

.. 
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五キτ;" I乙♀')7るこ t~意味 L !. Jデトユ./t l:" 十 ~~l る ~11 .t1~作われ Irfl l: ，.，るであろう" 1.足っ
て ~S- O 付仏の之 II- B吾朗予想 1ま霧器 ιt.: fン Y'I' )レ杷ltρ有妙今季段 t なる・
h)， 主転の予悲
T E 1 s責科 1工よるタよ0仰の h5皐.~~，と 5みとのそ札ヒ E 比較 L lみると.霧老生時 I'!.ぱ 9.s-0

吋の h濯が・5おはのJt~よ?あけ乞じが・多 ν). 線変ヶぷ倍以降1 1. わからひ "J li¥ ，的骨 lニ13.何り、 8射
ゼ並弘ιもヴヒ;J-ナで、 ユの状態 L以後「逆車」ヒ呼..3':-0 時れるとをに託生ずる寡I"!1ま絶対 ρ 奈jキと
なる。例 iIt'霧帯主 5孝之?flR:ìのよみとの ~5品(海通D .JK混じ{まず同じ p' ， /へ・・ 2 .C I事同)t， T E-
I Sによるヲ50ゆ気迫邑の 2..1./.8喜朗予想、1::ょっ τ， 8.舟回明方の逆転の宥ゴ~，ぞ収、貸手がψj新仏ゑる J
Cλ 風i阜の子悲

f与の帯主目舎の凧返13.0 /'-tJ.喝の収、費三がタのが， 1あ2管瀬戸の :t~'P主 i 知フて h~ t' r.五円ヒ実際の予混'1時
、をで I~ 込凶 E 笠すやる工乙がある.死 JL/l8 .s- 0"..みて・ 4み t争前線川瀬戸内の比側で始動し，.l::.空 η S"'()O

へ/.s-oT伐の/争7."，ょや・ラ1虫、)I号必~えが・1え人 t -z.けるヒヲでみう. ど‘クしてもあ晶の唄〆ぞ>J虫¥}
ヒ草，)街「しがちである。実際Il~地夫妻t，， 1羽ずみるヒ~l:公串河泣にわ吃的なノj 、 1t5.PtÆ.〆与を主 t て， 1:あ按
瀬戸/J:.吃の格捜場 i工人っ τ，史ん北史の HI訊くよん b7$になると妻 4わる)が‘吠乏し，淳之ずの il.
ifllをえの移流 1::'よる 11報室 E佐進ずるユヒ lこタる.差l二3.s-o吋ず11if員戸内，陀L ず Ilt1L' liJ 1:. t i盈i盈
すうそ乏笠の俗気圧ぞ， 日本3みで、脅迫Lする i鼠長えの;着手長幼i工入フたじをの di.~ミ舟t診}気もハZヲH -z Jう〈
乙ヒが/広者ずある.

o..). 13&和 μ 存度の毒l!.5J'1ぢ 1J:1ト節約 lニ波川島気圧 ($-oO妙高5皮が手穿よワ b0 jþ.rt. 只主 ~υ フの
j生活D'こん、刊て芳夫身ぜ又 Ij移{え卸呆も加わヲ仇霧が・あフたがz.れtに三 lほa鳥妻長tυ/忌王の2見喜T沌主い 3ろ早〈来知す
る Z ヒ舟

令1穿z考肴t主究屯ιヒ L t J浮皐むl用有 l k.. 
はλ 霧誉主のdト殺雪乙
矧同宇 l乞寄与主した務l， f .s-ollrb. 地工夫ゑ J~f二よフて， 9つの駿芳11型ゆる ν・霧， ，， 1似るヒ/1) 

i二小殺した.をれぞ札の 3.s- o崎の持J払J 発注通点呈，誉主JlK~， sぺ京大~J1l~以下心庁、 7 ・

ワ釘 ここずみ霧聖の令lþ的々現"フル~才ヒヰSムの朋i色色丸 t -z. h'、く.
LI. S-月 .m. -1， J'， JI[ - 2 ，l ( f~ k足)/ ][ -.2，' ( 1II -t' )--7v (低義過退役の拶動る j
S'''-ι珂 v ， VT 為是正李節約 I こ 1主 ~l ) 
/'. 7月 ][-/~I ー I ~I -~ 2 ~ 1 -3 (持i奇前線S.;i孝， mκ.YGJIJ) 

工ー/当JL， 1-3a立(体t弱前線南下〉

EE士日
① 8s-o吋 τ・'，1.{底抗庄が声、主品

。、ら e ;f.~~へ東iι 絡I両前J}~:J ;J.
ムPむ?にわる.面寄ザがら入る
ii:.i-/1 J員-t-ずある.
②降雨 1:より水長えの戸宮川 l

た窪妻t~ぐ3Sトl:. ~吠乏して〉全勾 T

dに 夜宇治 l二t奇がマんで‘。、ら喜久

時閣 Lrユヱわ l二荷主すろ移仇-fj.
τ“ある. ~奇l両と失仔する時間 4
ある，通ねんつ.

①務の結後時間i，<:. ~員若.
洛 ι令dえノ 吟 L岳p， 下勾 Iこ弓若生，
lJ'I. bλ6. 2.ヂ ;;;:~ι"~7九

|I聖-21
① KCO仙ず以来レナ泌才lIJ

の il'5" it!王(盆風~ "ゐ)の比良
i盆ヒタミ 1ニ， k~与I両前J?ý<"が、瀬戸内』、
らムP念押へと急速に払ζ し，s..
牢 L干あ気圧の J紘包1- 1じ 5~ ヲて呂奈3:1.
Aのよえ入が験J官r;'Jうゐ.
②よ刊のうろめが・中んどあ ι
靖似て.ゐよ今後又'113没後ク

時P詞i五L"Z ='j生ずる.紗itr...務十
放射森てあしさ色恥)，九

③霧ρ紙北H吾川長く J 段是.

5みι 企焼〈〆 p会主 .1; r. 下-!~ 1: ~.t， 
{i?61. b ・ .2.S" 乏 3 に~/O It.

どh、fj':刻、Ijjr 
ー./1;<ーペ...1:::ζjて
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① g向付1:"'1f-与i扇前線がB

本洛中'&p'ニあリ 前線乙 4ィis.A
圧がj夢、1如、ち BAi<み〈伍t.i盆 l， 
8主退去Lρ 流入が続く宇7."， A 穿
lT~ -1r.J!.，の必の創立さpι入る.
②y才〆、殺/1晴れモ 4ι8時
間 L てそ主する.$'え射n十秒1え
fJて'ある.逆転あれ

@霧ρJI:J佐時.，.11長 ι，殿1-.
停と令渉</品魯 ζ ~V • 下毛~ 1乙誉主.

191. 6メヌ '7 芸1 J，. ~f"



匡E
①針。押tbず (1t.oゐ前線がB
A人予みの{弘気丘から ro画にのがる
怠〉令前1泉ヒして骨日本E命下 L
T:Jうヒ， 続 ρ て別の丈_~lfJ. イ鼠

安LI王片、らめ岳にの v"る多l)LのJ長~

が'>AU!rる1.前の i丈拡 1:"あれ
②夕方以後続刊た砲が夜キに

一時的 iニ〉ぞんていえの対Lえをに

よる果呈時MP守ゐが・吃盆iる.17:"の
{有の々 ;.手間 lこ急穏生ずる前線寡

である.返事ゑ解消の逸段。

③短時間の霧1:あるが'f!員若 e
i暑に令 ~\I )-るι喜p• 下善~I乙誉主，

;、 JJ湘;と~~
/バ[ 、可芋ザL勺z問芳F雪3ヌ青

Jイ('ノF;;J3片4キ+J中し-8~ιよ;設具気J
E訂
① 8~O明必ず f$. イちJ気圧が、 t岳目

lE 宝~-- I ( 1!l型ー?Tl
① 85"0骨tb -r" 11低気圧が臼本

5与~!tj色lI 。友城内にめる.北
京 1乙引のイち久£〆あ '1、 市コ骨~
5えによる吸活気の tえ入11f負若てが
ある，ゑ冷前線泊逸によ?).~成。
②?奇f苅ヒタヒ l二そ主する筒抜務
f わしぎと弘 11J~ v¥が ， 1";. L. 

③霧 η 紙、往時間~J.長 y). 長吾L
.1: p 1.・ f~、若. 三みと I~J1JI-).
Cnr型 - t' I~ 宜笠ー / 1こ準ず
るが，払才 t二引の低条ノ王(1.々 く、

車棋の)~Jt乏で、あり.脱退去の
流入 l 主 A守、村内。 J~ 1-' 'O. ) 
191， 6:J.， よlJ 芸 IJj"Jr-07'3o.

¥白米品工'

点、-'131J-.-~臼三V~;バ、

2かさF4J415目。日時
;;6~ "/)ωf¥ 8出mb天気図

fV121 
の r勾姑 τ ‘ 11 品V~ふJ:.. 1: 前J~孝

日

本

各

τ‘広
h
t
努

'

必

ず

く

‘

ρ

A

3
1
w
g
η

去
す
線
(
'
導
ケ
タ
死
)
附
一
一

7
f
Z
'
Y
4
4
2
一

い

一〉一が

ρ

丘

験

生

前

ャ

バ

・

に

ほ

退

。

r
r一
b
M
Xペン
'Jl'
川
知
一
政

一i
一
足
才

A
d
d
-
-台
、

経

け

2

広
成
霧
川
司
担
グ
二
附
ん
'
二
一
一
三
設
一
に

一
二
条
d
ん

か

入

に

す

が

d
n
w

一
え

'

H

h

た切
λ
乙

yu/，口市一
~
i
h
一

地

一型一体・丘

2
f
T
Z
ワ
ヨ
用
け
減
妥
当
/
・
1
-

伸

一E
一
d

j札
の

す

ぺ

管

局

時

L

E

n

あ

e
:
一
、
ベ
。
一
一
一
二
議
会
/
，
J

一

手

て

一

で

あ

似

久

の

に

1

仙

の

海

J

げて
N
'
b

寸

4
d↓
ぺ
ぺ
ん
に
第
三
二
氏

一一時

7
2共
存

?
1
広
三
可
)
ゆ
4
3
g
t
ず

一

z弓
中
子
学
丸
ヒ
並
々
若
ど
才
え
ヲ
仏
マ

V
4ト筏
ιJF一
切
一
時

一
こ
れ
逸
主
?
?
肴
顕
一
必
低
三
)
(
ろ
i
v
K
9
f
¥
一
]
れ

一
主

g
逸

必

ワ

。

降

争

政

ぢ

笠

ノ

れ

は

例

一

叶

g
b
J町一一
-
J
Z
g

E
①
E

に

あ

る

②

an
③

却

E

が

犯

人

ー

匠

の

本

海

“

か

ん

で

工

〈

る

草

仇

l

が‘あヴ，$節約 lこ放 ν)~~止の
1愛001こわ、凶て支ヰに β、けて一
時的に H主主Jの流入IJ~'めるが司、明

;$1工11，否才からのあえ丘 f:"入七

日主主の氏入ρぐ ð~ 刊と ~TV笠~ f.; ~. 

②;主制>)<..主主し重?が噌l.? .天

安LI1時れて.¥るためろさ呈する放

射察ずみ吊.そ1.11刺方ず万そ

. ~.杢昭・ -ÍJJ.}.、仰のオょfÅo 品
Lへのえ弘あり. 1主位ゐ'l. 

@f員J骨U浄 LめィιV)'fj.てい経免
時間 It主主ω.埠w宮t11'"あし

i~'J. μ . t; よ0 三d加工og旬。"

し/ん;{(~;\~Aク

ザi切でヲ核三夕、

~~fr-~~~局主計三共与斗比記立
て---(j.-r~\ 、 8tOmb天気図

幸3干島'!t圧 1:覆pわれう. 高/五の
$-I>~会iι1:qレ).めti7 め 9主~!~
のEえ入1.1.f負舟ず. 日本浄1こ前L長
考が時点主れ，宅れが‘l動下?ゐ

育ii段F皆ρ あh児玉、持基却 1:Jうう.
②竣;!~の{え入が・2去〈咋てい、
立ρ 夫妻III日書れて H る免 Jうろを生
す3紗{え霧十放射1J-て、、あゐ乏

生，1.朝方でわ、そけ..i主恥あリ。

①穿の結jJ:8尋問 It姥りが‘、政
審ずめる. ~.ι上/会威。 I

(3 ).霧子安j牛l慎
以1:...{こAベk事場 t総会 lてIID3の k釘リ察予刑判員Eイ官以 lT:... .桝射的に tj:‘現rK.~ト新・数値
予報の法!司により、予想ノ f ターンが r~sρゆ・児ζ夫妻L聞に t る必殻笠」に逸令するケら I j." ，そ
のLて存fi笠 ρ帯主条件 t按討し.宅取ち t満足する令らはボ存干~.t寺有の霧帯主 t 子理11 す令ニとにタ
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N らμふー斗!で-f1h-
8.5'0仇M.ι基浮i瓦(月乙冶)
4月 3I 6 dK 
5月 3之o"K 
G月 33 0 d代

マ月 3 !I 0 •代

凶3. i察予刻手喰く/る碍予をii.:予隷期間11今日 夕方~翌日会〉

る。乙の牛").負τ‘11始めの 8S-0叫ん予想ヒラ剥多目 I.t"時のη，，-Tw 関係に、異逃l~ ~方 Jl:- j る k

めの監視機能t~丸司c1募者主の茅/ >;えのポテン γマlレ2ヒらえるニヒヒ(ム次に風速がJトユと
め角η有賞、 ，s寺泊な i11.吟れる zヒt:畑幸?の条件 i1:安対 L、最終的 I=-11"そ刷ぞれの l喚路にある霧
荷主笠(零封(丸暗の It$--1ト放をの①ノ<a)Jf限)A }南えずり、ビ、川、の 1'Ilfr~行う。吃の j.~果~1寄
りヒ与れ11"'、政Jit与l乙つ刊て 11.宅t;f.lた霧+考カード(簡車 12.I主〈げ伐の③メト担) Iリフて予f長久
~ {r:iえする。

5. お~つリに
ーた安田になる予測手 1/)雪左得たの守、今後 1.J: こ tft を活用 L て I~:t暑の霧予測につい才万全を朗 L 長

\.，\。霧の与さ生笠 lèÌとれで'~I号建1- ~わけ手なく 新しい笠の霧の裂宝もfs7.. S Iれ~ L I 又今後架橋上
手グ)綬~~ドよリ新 L ぃ事実が毘イナ台、る可能性もある.今後ヒ北終生手我摘の南平刊に努めたい e 誌替の
併殺::F左お伺いします。
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2頼炉内海のH青れ霧

中田隆一 (紳戸海洋気象台)

1 .は t、めに
1187'4-6月斗日，大阪;考古、竹乙イ苧7Kiiにかげて，力、昨 '}j弘党副に霧がそ
/主 lf-: (図 1).二円霧のた外科戸大安台の!わて・-'f*i!)!1奇物分台免許(jヒ臼本
船の衝突~;5えが手伝/主 L た I~ 力、， eJHβ道峡め 11 リ一等，多くの有~舶が千前
干の与え布1 を余儀問くされた。ニ η森 I~'{I色気圧冷前線K よる向 P イ平フ(-:- :[め
でIJr{ < ノ靖夫J:l~1 二奈子年 L たし)わψる目指れ霧であった.霧が/え乾極)に手量生ι
(た:::''Cか吟~\参議flZ写実 (VIS) 左私久してき同宣 L たピころ霧お 4 ひろ芝く
ヒ足;われる玄フE設が>>A認された。
まL，二円秀:を神すでむテオカメウに収録lfこ亡 Xぞ F 神戸/1-。ートタワー
( 108机)の議!兎'1値等を伎i科 Lê ノ H青れ森の~主品精進主将何j什る.
2.家のヰK況J
6 河斗13os-a手|夫晴， 不粋十F芝{付1ifiιカか、 tち与大1夜及う免渇為老、¥-戸戸-
ざ6飴01机ri爪j此iく‘ちりのHれL霧t4#:児Lたo 森Eむ千才力メヲ-rJ.最リ与がゆ十戸1l図 1ひまわり阿織による霧の分{Jj
ザえ堤ヘイfくと y 海上yけら広がるjZ141丈JFをへ loom'¥ぐらいま入Lて成卑か 1987・E・4・07(1)
明G衆T あった。震の中 i ユ 7ド手視経印刷〈ら~ )たが，鎖直続本主l主点下患が崎但史λ5三ピから霧l震は{岱
ぃ。~~忌に海水温き ~~'11 ピ 1有名工も 18、 0・ C であフた> ~瓜武 l 手 Sé て αS"'-什|ウ%令く らレ、)7，1;)つ，宗霧私主あl立ν叩?つく lリ) 

ヒtl内勾F降を七lい二向
占が¥つι O何7β崎奇4和D~令令?示〆神十う沼通づ洋手安気l 多多乙台(，1梓稼?索、斉為153'(川w帆γヘ\. ) め襖字径をは2い拘向剛7和州州E時削1'¥1::川化iに川二斗l鋭更し， 解体jをLでは寿ベ ロ')えて;，乙
|よしめた。モ川場IJAょにのdi&，7王しノ宗主I突は次第l二伯作っ'(09f!悩き l二I;{4-0rwl， I 0崎町 1':

1;1. 20庁内ぐら、北なった。霧鳴がイ色く TJ7? '( '(もに霧は堤桜ャロー 11..-状に@手
1)米安わ円、}た。二のニろ船舶電話1;通ょの森の老長与かあり，お遇政の霧の
状米tq:e経で主f三(明Fるう語心夫;tT)FVIS L5に庁内ノ苧/差沖V1S之50mu与).紳戸三老内
の衆半分からた-卜7イランドも俗、 3霧 l三和おわれて¥.)るためノフェリー者
毛3そ内 (j)Jiþ\ 日首れらのを ~ff号令してぢリ，衿橋 lま人ヒ孝てう民推 L 7_けた.11 
時30'13ノ中友1え11手J通院が3勺会経友に存フたか);，& J:..IJ.高度ユOfMぐら、】ま
で5号、、家が安寄っ T併治され年¥¥ .王子亡ろに与って察1eJ.ヤっ y;柄本l1三o
¥¥b¥JIHU!! LV 13 .気象解不fr

6月3日09H奇寒々前線がネ十戸を通il!ll 斗日白日不
iユメヘキ洋あのl手1力、4のゑソ広し T漁ナ内通IJ晴天と 凶 2 1987・6・4・閃(1)

与った(回 3) .ネ十戸 1'"/ユ31ヨ依l有がi刊守30.今まであ，)I その後湿皮の31
L寸大熊h'-絞りた(90兄台).-夫)J 6月3132113守新Y内海何2ltの350判例、
らよノ脅の隙1;):.W$W 2ô-' 30 ノットとゑく比較i3j乾燥.'lてL成。二れより下

1--11壱の970制わ〈豹300.川)以下では )t五{弱く亨克脅か翌朝にかけて弔ふされヵ、
¥11けた。斗臼和，霧が孝子生Elた潮岬で (J詳ijiヨの21Il奇1::-はす rI二 100メ1iL
¥ )街並状態であっ t~. 3白21時あ度 100rwtの気遣を巧sヒF荊JJtl，神71'1よ

閏 3 1987・6・4・03(1)地上 ユ10(.，糸手220cと年っておわ海水温l手先イヂ水差約19Tc，大阪湾はたてあ
る三ピ今、ら J ゑ乙イヂ71く ~Iv\ら久直7ちにかけて気漫I手海J，}(.;湿ょ ')2九 3 0(.あ L 叫丈態であった(一軒 l司略L
@ I };fv2 は気薮衡乏1~更をあ犬し t スケノケ L た乙のである。これに不参ヒノプζ限ノ青山系t ヒ

/紀伊7}ι~元看)の霧存、 1 し局窓 Y児われる ~1tL，o"，;Æ認主れ V:. O τ れらの晶イ惑は牧のよtるさの〆玄ピ l 示走1:il 
寄進けが例町容に臣品iできた，安¥孝衛乏ρt量礼儀で霧のぷ子Jキを不 Lたが〆弘、船電訟の{青叡J!iヵ、ιノえZM
t~~ヌラ:通 J呉川、品ぐら、 1 力、ら大阪;哲一帯に」えかつてりたようである。
l通斗1;1:.L十日03時めずメゲス資不千てある。ほtlJ11-1ま渇在tBうま手を不 L(' ¥.1 令がノ大限イヨiLは沼臥t
おる・気通lユ拾案素直にttべて/にイ字yド丞から大1及場I;f.相対的三 i九け o;毎水温IJ大限yきで 18之?ある a

l辺5は r椅j語教の、多島ヵ、の淡路島乏/後て7ミPUrの熊取にかけての気温め断l白区11"おら o こかごよ
ると p 霧変/主的の崎 l古J~ てあゐ D3Jl11 ;t楠舞灘て、|手 F 海水温ヒそのよ 1主~Orrばでの気温は nt の等五
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I 17¥， (~ _' )8C I 層付制ーに tヒペて守湯川11O~ト r; 
玉、 ，':r¥よ必jノム./;:1け o 一肯，大放射橋脚lこんj広-----1'----1ぱ

乍乍j ヘ刈ぐi怜¥む札¥2叩oιf三抱引芝 V比伽ぺ7水M楠遁動lはωaμIOC仏為 tけ1 がモのぺ|ぷ~~J (パ:¥ I 目
y戸町山 湖がsL彩ρeよ怪hの安気初幼L滋必追払lρμ手υ2"ζωも沼y埼K吋湿よ斗|仁:コ:コ]I ¥ヤωCωωo叫ぺ寸1(ブ1JJf《4i

一 .//Jjツソ/ .…一n一一.吋- -'1.彩tμ/ 1- --~/，-"，. 1'0-1 l，7'C 島

(IH!iiI ~タ究rJ w危M…r町吋『mn I ¥l'り)l拘柘く加詩的rJ-目安気力¥Jj寸1よI"VlI ¥ I I 
訪~~'l/入7左おわついる 1 201 J ¥ 1 1刊
更ρvu;1JM件付トトヲフーのIOJJ ~家
l ρ!Il ，.気82資料三よるあ議 100fiYl d--I 日些豆

¥メ二V¥'¥ ._c 1<:の鎖直7。ロ --;1イlしである・ 図5i毎上気淑の鉛断布附 6' 4 .ω(1) 
ミ紀白水道~!万\~二れ lニよると， 3日18民主め;o話J1丘〈め/~湿は海水二品に泣くて iきいか，

~r/ルづiよべ々、--I;r その jニな 2D机のたtiは並私して、)τ ノ約 2 0，乙 ι37 く r，.f;; てける o tt'之
ノ 、20¥川信水温J(/'7八0'1""')の!日寿向的かち夜l釘の放射キ去了か約まリ y ごめ相対的二九f4ii
図4附 6・4・則)アメダス 与芝)茂20帆脅からイ~;長である海面への放射:宅介か建dじヨれ， ./えすjじド
鳴でのを~設が~るぞか t fJ 9 D 三のこ工によっ 7，下梧η;安気がぎ去f立}れら二 YかゆyドZミヨ宮プバ
帰力りし y 次第によ、涯の〕堂私月号 ηヂキ(あ凌bo帆)手で ~l;豆衣態ヒなる。芦1;豆乏の f奥よでおる芦l之さ 6c
rnt脅からよを|今川放射撃がれ年リ/二のわ古今 M円、~ \)....-~J 〆 t Y j JM/S 
ま了されて哲宏が者主主する，ベ委震かうは票、/j手法身1z:r，J:.ll 
~k 坊主ら|乞〉宕灯が i皇:11 し y ヤカヘーてす力者に z フて
考零:η玄)ちが下っτぅ毎晶l乞 j乏し家ヒ早つ作ιうであふ160
タワーT食Lの臥!J.友キに努ま，)--)-1奇隆ト五¥tι フ τ力、IIT 
ら系が者自主し 1け与 o ネ刀めあさか60机あった霧T項毛1201t
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し，20帆ぐら叶のおきて。手当存してける。二JflIJ01崎1 3日18

シろからの千脅の注私脅が放イじされはじめ y 二の二 凶 6 気温及び霧の鉛直分布の時系列変化 <;J;"-H'7-資料)

~ ~ ~ヤム〆 γ二一 5'..1 ポーアイ!とによづてノ 20tMJ、人下の仏米汲
γ ¥¥¥L. 'L I r I --<，/ Jイ J 気象台|合が拍f制三れたためである.

i ーし .;，/-/ヘ¥I @ '7 14:ポートアイラシトの地
1一一一じ一一心 γつよ勾弘法捜.~および鍬台
]一一¥ / ヘ.t.n. I の ~t 7f- したものである，ニれ
] ¥尽/ ー~Iによみヒ見過はD2̂-oS崎にかけ
λ 4 E iて造、待下し 1けて海水道まで〉ぞ
図示ポートアイランド(地上)の観測{直 訂され7.'叶。オ←トアイヲ y

トの党よ ~ßI ユ， jZ 発生新l 数時 10'11<1-前寄り?海}誌である。気、象台内

w 

販¥1まrtトaモヨえしておリ y 不~トヲヮー付近で坂来1-L \.下る。 -~I 湿度 IJ /8崎かL!， i訴追であるノガ<;法
霧時1三100/'oi.丘〈に;主 l1けなけ(納容のイ品川白めにかJ'd釦l朝、市)。震の晴れた正午から混度 1;1.下つてける。

i訂 81J.気 3援の弘、直 t'J);lf'[ 耐の状態左分かりヤすく示したものでノで与の~定梧 f:. í特1かくふt ?;i tノ
このように妻女脅毛の気湿のて主私脅が再点えされTけゐ乙之が少かゐ(芝川護1左手干烹に数脅めミストの
焔校扱を兜るヨビがある)。 図守は首~1818 時のiZ1在感l 気混を嘉手 l二 18 崎から翌日にかげての治崎骨l
におげ与え支了友をえに L t乙毛のである。ニれによゐと臼虫崎会i亡ろが最も定灯しτりるが/特仁志.]7を
ヤ -1.~ ¥ -~O -2~5 -2? -~.o ・10日?P3明 20~ω帆脅にか 11 '(淀玄r!誌が大きい。また，川崎~きが

j υj ノ i け111山1¥目iリ11山HIV.':恐冷誌¥ "1いψ引州lはdi高き名71凌芝2おO帆カか、今Lメ管脅 lは志昇湿が〉浮字、}か， 海面イ才ill山1幻l陪謀祥f温品
/ づμ1/-ι二 ( ¥川¥1川¥1刊1I日IA:)ど札:ぐ!
'((グ/晴J4ケ.0/ リ)\I 11Inlk>:'.\~ 図IO(A. B)はl釘1吾幸町:il乏建設に当ヮて設置された

:JI処詮.礼大r~ィヨ員(南の気t-・ 7与 tdi股|んの資料('みる. (A) I<J;. uiY機三系竿齢!…け7削減ょにれは)1恥海岸に
'T1 24 14258 し o 11 12h|ある 100庁内の概要'It去に μ bf) Tある.

図9-18HSを基準にした各時刻に於l:tる冷却度 門T疋1の資料1ご与ると，淫/芝は 6凡)1ヨユl崎か s90メ
工法]く J 霧者生牛 IJ9b~ 100メに遣し l¥)る o気22ヒ潟水ユ査のj差CI'̂--了ω)1;;1霧宥生中はマイアス
(nM-J ヰはわち妻¥〉還がと身コドブ昆よリイ色く rJっておソ(02"'-09β書)ノ霧の i首長~L たピ忠われ~ 10玲t更か
らフ。ヲスに私じ之りらのが特徴であヤ 9 根本1.1:1:0之"'--07巧1二カ、けて 100々 r¥未満の束三重工がってリカコ
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i)わ瓜マあリ I 02鮪に I;}.NE"'-E 各 図 10 (A)泉市沖 7K m M T局気象・ぷ象(1987. 6 ・ト 4)

リの夙に射として~)る。霧の経続中
iま，各，~l証工もf:ßか弱く tJ っておリ， 1021 
下暑では何時t脅か今海氏〈渇隆副)
とfよリネ史守主主 lθ?1l7.. 1.)る奇
-tr， Lf一日0111初、S02崎にがけて度
グ)門i}奇♂)気温が 2.7之と一希大キ
ベ下っ τけら e これらの資系付4ゑ f7 
li現品であら IVε嗣〈下屠)に愛イL
して発現してける二ヒからノ家l正道

L で校生 Lた之 ηヒだわれる，了ノ言
のゴヒ手 ví{ の jpþ;むこよリ，~IJ.告を生して O 

けるが}陀}ぬの時間帯でまろみ02的傾 lSh 21 24 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

1てとう Lて者凶である NE臥に女イじ 凶 10 ち) C 局 100町観測m 高度7JIJ 風資料(1987 ・ 6 ・ 3~4)
するのであみうがI 1三1保に，対芹の
ネヤ芦本。ートづ〉十で L¥白:肴ソのI.sから事号、、i車内Isに安イじ lt後家が者全ELておりノ霧IJ.渇か今 jをへ
3われてさている(回 11)。

4. あ、オフ 1)に
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l二暖道広!差室lを減存させてけたこと，またノ前臼

怒キ前線が、通過 Lたが p 瀬台内海付近l向者から大
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( 850・7D0lYY1bの凶ャ湿薮)から霧の表生を判断す
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lま司有εi生大である。
ω ーなl司の方けヰコさlfによる~\~の降下主えメ脅の都民(霧がそ当乙する尚は?にすさを転脅か a るに
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図 11 拐の発生局所と風向j及ひ観測地点
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傍j~賛瀬戸の晴れ霧

古川柳丈 (神戸海洋気象台)

/) /よ t、め!こ
4事讃瀬戸 ld:.春先培、 L 初夏 1-:' ず Ij て霧のグタ掲ずる海域亡\薄上交通の事河jl二 t 当 h ることウ、~，
J母難事坊が灼く‘ これま t'(: t均くの霧詞査が‘行なわれてきた司、(霧の吃現が、泊所的 τ‘、散Ji
l‘ !J"リラ的で‘あ~ Jミめ討晶的危観測が111難℃な〉て、、ゐ。タ@， J9d7 J} t月の寿上長多義足刻!こあ‘
ρ て‘ 78の存 tl，A事環瀬戸特右町晴れ氏 lヨiミ死生ずゐ霧の-，O"jを観測すbことか‘でき匹ので そ
の結果を報4与する，
2.)観調リ 3五
観測11.神戸海洋長象台の春)*1え tす木島西方に，*CfC1τ行な}1ミ。船上 τ、I;L -般海上長参観
調I}のイ巴、株倍長略、tA夫j刊¥ 1.大安1下/替のk'til主構造の観t4j4 ，た。 この i巴，-tr広島 l二臼記温3呈皮討
を談室 l， 山麓ヵ、主ム項、 1ユ量る怠注t.. ~l皮の 4ょん色記録 L rこ仁船 1)。

主3 観湖紘J具
6 )斤号マ白未明|に三書乾ど現現il;~霧の税手色春j風嵐2克Eτ
A経呈/0ρk似仇未}渦品ζzε与 1) 6..¥乍Fウが寸、乾莞堤乱ふ， ~の 4企 t 匹、 l) こ枕経か・窓)t. l、日fb.生後の ρ戸時~.t/.7;' ド視経/向未満

となり霧の吃現lzEフてける。この除手，約/，拘束オ 1こ.，111宣ずるず広島 A頂 1与をく足ることが‘τ‘きな
ずフ 1乙ず、ム麗材m..1J.力、すず!こ望むことが、でぎると、、う w能τ、あラ 7と。時間を耗る lこフれて，ヰえ控
が‘:S I乙窓Jιt‘06 afr /5 -7J' Iこ/;ì柑!200 t>>t フ同の濃霧乙心リ、 tJ8"暗 oo~' に 11 視経方、，'SV"" 1こまで必下
i示。その牧 6~を霧でホること I~ 変わりなか-，たが\ otBt otln' ごいろゲ~ lJ:青全が見えるようにるリ
晴れ霧持清の背の)sぃ霧への凌イじをう。、がわf!.tz." /ρ噌i虚ず、ノ長凪汎観現1)点て‘/;1j留が‘j高生 l、す広
島西Jf lこ品~ 6-0例経度内j震がす会， 1と(阻ミ)市Y¥ :llゑ凪均Y抜くなる i二月'}t. ‘高松方面へと消えてい 3

1:。

:疋!之、株主E 是認去ょがす~島に設置!た白記孟湿度討の託金まか S 霧告と現時のを合直構i韮を見 Z みる，
ここで¥巻嵐氏上金の進教のを古I査長)'-4> (回3<の1)I二阜、 u て、 i呈教が‘ 1OC，- 未 3高 η領域 t~霧実さ現場である
と考えると、市)l正付見正法問j結呆 η1-霧実f現時変1)f 主主ìÁ視 τ‘芝る背の A~ ぃ霧などの特徴との対応、
が良、、ことウVわかる e この3宣教/oc未満の領域の夕、みより、ノ喜風吃で霧ヵv死現 1主的o!-6"Sづま iと/(10例
上空て、 lま既 J~ 濃霧技能であフた乙推測できる e このt霧主要は辱 3をまぜ!なが与4まつ !こ海面 iこよ丘づ、き
()b 時 30 タごろ %-oo .f:f止 1::. ますゐヒ ζ~ lこ1.00何の高さ!これい/主い‘いる e イ，安木島止、頂付Jι(
品~ 170φt)Lごま受主!長白言己混湿度計の記佐君、」討， 1 f:: ;l.t~ の i直(回 3(L))より I -t-;f.息Lk1j員J寸i丘 γは
春風えてい霧が変現する 3時間品町え目きごろか主意ゆ動力1¥"jj.Ji¥て H たに考え 5れる e ご内こと方、主

昔木島ふ 7戸、 lこ究硯 1 ド霧方γノ喜風花観現1]点上~，::勅~t.t. j れ‘ 下持すること!こιリ霧がだ或1T~ ぜのと
いえる。 こ刷 11、級官民耳て観葉I1きれh風向嵐Lまη鉛直づよみ(凪引)，こよ、バて、 i高度..200仇M止で、1
I~ 宋寄フの/昆が町、、て、、ること、 弘、よ私¥春風1t， す広島，男本島の 3j長てい阻ま仇る伊、場 τ'7p手ど
写すふ死散傾向 !τ 右ること力、~ t 哀イけ~ Ih.苓.霧の消散 1.1、 7nf過ぎ、tX厳的損}晶のあい定渉、ふ
北東の嵐があき/か桝Hl立を寸む !こくさ(，."4ズ L~ 入')込人でくること偽松本向ヘ内海風ヒ右フ τ 竹 ð)
{こよ')始まラた(回ム函幻。 このくさ()".tJ;'の棋風t婦が霧を押 1下1)¥ 海1量HJL，こま事るとと長!こ霧
11清史¥Lいる。 ここで弱味;束、、q)/a、北東風がくさ td丈、1三段人するq)1こイ半ない、 i為さ/S7J制定中む

に志tι:星〈アJめの全長n洗入川見よれ石こ写ずある(回b)。 之のイをのイ員域lてあ、¥¥L t ‘氏支の増加 1主
北今北魚のノ乱!と砕を， l 庄七、てお~ 1) I 霧克也 1::: ‘む零~水蒸、民升)"1{木島の北京主要で校総され τ\'\r::.こ
とが推測される。

4. lk 系民の校総と a~tの愛イι
とこでは‘ まず1聖書5 生!こ I~ 零な水;1i民 η イ支給方I~~J忌ir，基見.1'llt‘ピの往Æ.4i !J.めJIt τ~) tごかを誠々 、
声。?毎!吾カ、ょの水蒸辰の荻給ポ温度i差転ノ替ょうド!このみ校給されると Lて‘どと;量的増加宇と/¥“ jしク

3まによる若者存フラザク λ のイ泣か 1:)( 1\')た逆転骨内高~ t ID 7 I~ 示 l f::.‘此殿町h的 l乙、級生よ長J;f:7‘ 
税制されt迅皮&忠吾n志/支'[. 11fIム， --'Æ凡 fも花め}毎(Í)長圧 ζ 員 j是か~ :下れた;毎陸風~のあさ
の在化 tl司回|亡示 I"'(事丸よ EJ 芳、~ 6， Iヨ/2!J手lとよ・ぃ Z水本長校総量功、よ克績昔よれた単車令!な、
定規1) され匹 i盆転壱めあきや海陸風生め島度 lこ Eι厳 1 てか心リ為く.どt.~昆め増加宇!三村 11 水ゑ民の
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4失銘力)"1温柔1)どあるこヒ t走味1ている。 これ I;t..， こ町時海面l:tlfL-z:い脅さ散傾向!と;pi~たこヒか 3 上
弔の乾燥 1長官主Lか、浪人 1てきた tのヒ 1てE里備さIhl;}" -;ま 6日/之時以後 l;t‘.11::..蓮長減給童市、 L
末めた 1もさザ下降 l、る日ふ/時以降 11.t Id. 'fとι混η増加を水虫Jtd夫総長守、 3説明できなく与る e そ
こで‘、亀 tに皇室長塊の耕流を考える，iJ.、寺ザホるた~， .4毒殺;頼rt波乱、}由止1と1も松岡町南北勺とと;昆づな
やη変イι"t:i品川ド内ず凶Yである. これよリ • A事言賛識戸南北両j中町 l司ムヒ高松で¥宅 1:比;["1ft Iもく右
?て J るめがわかる。 これは.海Ji!-にぶゐ鳥響力)"5良L、ためであると考え 5点、海)t!.η卓胡 1之、、 i:

l南山樹'j で時!こあ ~t 混とな p て竹る。 この為t-n昆室長が‘ 6θ 方、~ ? 8 I こかけて内定閉め弱 u 北東)，~t
lミエラて絢経Jされ、 3毎1もか主の;会主PJ;‘よ1J."放射2をまrt (をけることいよ')，、霧め要注 l二至フ矢 ζ~ ぇ
5れる。国 9Ij.、ノ奇j乱坑 p 空木島示、ょ 1s'呉木島 η風向風速をJ史ラて、春j乱え差是調'1吏τ7Bt-8.fの霧
平ピ現!工歪フド空安E塊り流入経路を推測¥t:. tのぢある"Ji.l向風速をJ受p れ場所!とぶる 1，'、ラ、ソ干がえ
き川市、 ほぼまじ東か 3η 室員ハ物うたが認的よl/t，霧手とF尼崎の合員塊が‘需要庄前 >3のえ|こ IJ.Jh 5L.t 
すよ}羽山ゎ t~ff Iこ歪~ Á1JL1~ 為丘 1τ 、、長ことが推ポ怜れゐ.
t， おわ) I~ 

ィタ!日実塊tれ霧1与、 7K義民の荻給ヵ、主手を庄 1三杢るまでのl邑佐力、¥待竣瀕戸の南北角井 ti~夫?毎
降厄ti千、規1更でl主Uることか推測でれたが、 1~t ， 7-姪陸風ハ後志寸樹堤稜の現象もみ，;(Lきで τ、組乏
!て与されてき(-:*長♀、天員 lïJ型 L 索把注ヒ η 関係 t老之てゆくこヒが、憲 η 理解I"~ ~安土フ τいあ 5 :)0 
また、主7 tL J1-全長 m 物 i危過程 I~ ゐける Jをまft明 L ずにする tめには、雄被識F 右翼 η 海⑤水温劣みの
翼J) 定 f放射;をま「の都響の見L~先手リポ1ft.零 τ、あ A 。

(日出 04h51・)

星j盟

備考

もや発現

闘2.春風丸観測点で.消失後、女木島西岸に収束した鐸.

空が透視できるS
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表1. 6月7自に春風丸で観測された視程.
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図3.湿数の鉛直分布， (a)係留気球による観測値
(b)女木島の自記温湿度計による記録m.
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図 1.傭讃瀬戸における霧観測点.
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係留気球で実測された温度逆転層の高さ，
一一一一高松と春風丸の海面気圧および気温から求めた海陸風の高さ，
一・ー・ー岡山と春風丸の海面気圧および気温から求めた海陸風の高さ
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図6.比湿の鉛直分布， (a)係留気球による観測値
(b)女木島の自記温湿度計による記録値.

図g.春風丸、女木島、男木島の風向風速から推測した
高比湿空気の流入経路.

阿 8.比湿の南北分布 Ok:岡山， Na:直島， Og:男木島，
Hg:女木島， Sh:春風丸， Ta:高松.
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・水資源，ダム管理，河川洪水等に関する水文気象観測，調査及び

研究

-波浪，潮流等の海象に関する観測，データ処理， シミュレーショ

ン及び予測の研究

-環境アセスメントに関する気象及び水象の観測，調査ならびに研

ヴ世

プ1...

-気象に関する学術助成及び気象事業関係者の共済及び育成事業
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大阪市東成区東今里 3丁目 16番目号

日本気象協会関西本部
電話大阪 (06)972-7501 


